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午前１０時００分 開議

○議長（馬場騎一君） 定足数に達しており

ますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（馬場騎一君） 日程第１ きのうに

引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

１４番小比類巻正規議員の登壇を願いま

す。

○１４番（小比類巻正規君） 至誠会の小比

類巻であります。通告に基づきまして、政治

姿勢のほか３点について質問をさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。

まず最初に、政治姿勢問題。次回の市長選

挙への出馬に対する考えをお伺いするもので

あります。

平成１９年６月１７日の初当選から、あと

半年足らずで１期目の任期が満了いたしま

す。この間の国政を顧みれば、国民は政権交

代を選択し、変革を期待したものの、今や実

生活では、その効果の実感がなく、指導力の

なさを嘆く声が日々高く聞こえるようになっ

てきております。

また、金融危機に端を発した経済や雇用の

悪化は、デフレ傾向と相まって、その回復に

は先が見えず、いつ地方の元気が戻るか、そ

の予感さえ感じられない状況ではないでしょ

うか。

三沢市としても、市政を取り巻く状況は、

いまだに厳しいことには変わりはないものと

考えるところでありますが、これからは地方

の時代であり、地域間競争の時代だからこ

そ、市民は経験と実績を持ったリーダーを求

めております。

そのリーダーとは、種市市長、あなたにほ

かならないと思うのであります。全国農業協

同組合連合会という組織のトップとして、そ

の経営手腕を発揮され、政財界にもその足跡

を残された実績と経験は、４万市民だれしも

が認めるところであります。

種市市長は、市長就任以来の評価を、さき

の９月議会で山本議員の質問に淡々と答弁さ

れておりましたが、「人とまち みんなで創

る 国際文化都市」を理念に掲げた三沢市総

合振興計画を策定し、各種施策の実現に向け

邁進されたその成果には、目をみはるものが

あります。

しかし、その三沢市総合振興計画の進行も

いまだ道半ばではありませんか。その三沢市

総合振興計画をなし遂げ、三沢市に住んでよ

かったと市民がだれもが心から思うようなま

ちづくりをするのは、種市市長、あなたでは

ないかと私は思っているのであります。

これからも困難な行政課題に立ち向かい、

真の変革を旗印に、さらなる三沢市の躍進を

誓い、強いリーダーとして、この三沢市を牽

引していただくことを願い、市長職の続投を

真に切望するものであり、その所信を強くお

伺いするものであります。

次に、消防問題についてお伺いいたしま

す。

消防は、我々市民生活にとって最も身近な

ものであり、火災はもとより、さまざまな自

然災害や事故に際して、市民の生命・財産を

守り、安全・安心な市民生活に欠くことので

きない極めて重要なものであります。

さて、国では、火災や事故の多発・多様

化、大規模化など、状況の変化に的確に対応

するために、市町村の消防体制の整備・確立

を図る必要から、平成１８年に消防組織法の

一部改正を行い、消防の広域化を推進いたし

ております。これに伴い、本県においても、

平成２０年に青森県消防広域化計画を策定

し、関係市町村の指導・調整を行っておりま

す。このことを踏まえ、次の２点についてお

伺いいたします。

１点目は、三沢市は、国・県の方針を受

け、消防の広域化に対し、どのような基本方

針なのか。

２点目は、広域化に向けた取り組みの進捗

状況についてお伺いするものであります。
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次に、仏沼ラムサール条約登録湿地の仏沼

干拓地の活用についてお伺いをいたします。

基地のまち三沢というイメージが強調され

る中で、ややもすると、自然豊かな三沢が見

逃されがちであり、まことに残念な思いをい

たしております。

当市は、東は太平洋、西は小川原湖に接

し、市民の森や小川原湖周辺、さらには、南

北１８キロメートルにも及ぶ海岸に沿って雄

大な松林があります。中でも、北東北唯一の

ラムサール条約登録湿地の指定を受けた仏沼

干拓地は、絶滅危惧種でありますオオセッカ

の繁殖地とされ、国際的にも重要な湿地とし

て後世に引き継がなければならない重要な自

然環境であります。

私は、このようなすばらしい自然豊かな三

沢市をいま一度思い起こし、見詰め直してほ

しいと願う一人であります。

さて、さかのぼること今から１０年以上も

前に、仏沼干拓地のあり方として、開発か自

然保護かをめぐり、地権者である農家と自然

保護団体との間で深刻な対立が生じ、全国的

にも大きな関心を寄せられたことを記憶して

おります。しかしながら、さまざまな紆余曲

折を経ながらも、農業と環境の共生を基本と

した環境教育牧場構想が策定され、今日に

至っているところであります。

この構想は、全国的にも例のない２００ヘ

クタールという広大な干拓地を牧場と自然保

護を共生させることを基本として、次代を担

う青少年の環境教育の場とすることや、観光

を含めた地域の振興に活用するというすばら

しいものであります。

ラムサール条約登録湿地の指定を受けて以

来、既に５年が経過しております。この間、

市ではパンフレットを作成したり、ホーム

ページ上に掲載し、情報の発信を行っている

ことは私も承知をしております。しかしなが

ら、素直に申し上げるに、これまでの状況で

は、いかにも不十分と言わざるを得ません。

仏沼はすばらしい宝物であります。これを

活用しないことは、三沢市の大きな損失とな

ると思うのであります。市当局における仏沼

の活用について、基本的な考え方をここで改

めてお伺いするものであります。

最後に、高速交通体系についてお伺いいた

します。

１２月４日は、青森市に県民が長年待ち望

んだ新幹線が到達する日であります。私も青

森県民の一人として、心からお喜びを申し上

げる次第であります。

さて、この新幹線の延伸に伴う新青森駅の

開業により、青森市においては、交流人口を

増加させ、産業経済に大きな波及効果をもた

らす可能性があり、まちの大きな転換点であ

ると同時に、市政発展の大きなチャンスとさ

まざま施策が推進されているようでありま

す。

また、新幹線駅が近くなった津軽地方や七

戸十和田駅が設置された七戸町や近隣の自治

体でも、多くの方々が高速交通が整備された

ことに伴う効果に大きな期待を寄せているの

であります。

一方、我が三沢市では、新幹線の新青森駅

までの延伸に伴い、ＪＲ三沢駅は青い森鉄道

へその経営が移行されます。新たなダイヤを

見ますと、その移動時間や連絡等において、

利便性が低下すると言わざるを得ません。こ

のような現実が１２月４日から始まるのであ

ります。

さて、新幹線と並んで高速交通の代表とい

えるのは航空機であります。当市において

は、市街地に隣接した形で三沢空港があり、

市民にとって大変有効な交通手段となってお

ります。しかし、市民にとって、その立地条

件では大変有効な三沢空港でありますが、便

数や行き先等において、決して利便性が高い

とは言えない状況にあります。

かつて４往復体制で就航していた東京便

は、平成１４年から３往復便に減便され、関

空便、札幌便、大阪便は、ことしの１０月３

０日の大阪便を最後に、すべて休止の状態と

なっております。

そこで、お伺いをいたします。航空機は、
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新幹線と並んで高速交通体系の代表であり、

そして、これを利用できる三沢空港は、三沢

市にとって大きな財産であると私は考えます

が、市は、高速交通体系の整備という観点か

ら、三沢空港の必要性をどのように認識し、

今後どうしていこうと考えているのか、お伺

いするものであります。

さて、次の質問は、市が三沢空港の必要性

を重視するとの前提に立ってお伺いをいたし

ます。

現在の三沢空港は、路線の休止、減便が相

次ぎ、このままでは存続自体が危ぶまれるこ

とも可能性としてはないわけではありませ

ん。このような中にあって、三沢空港が存続

していくためには、三沢空港がより多くの

方々に利用されることが絶対条件であろうか

と思います。

それでは、利便性の高い空港というのはい

かなる空港でありましょうか。一つは、目的

に応じた時間帯に飛ぶ便があること。二つ目

は、行き先が多方面であること。三つ目は、

来る方にとって、空港到着後、目的地までの

アクセスがすぐれていることなどなど大きな

要因であろうかと思います。

三沢市は、便数の増加、路線の拡大、ま

た、目的地までのアクセスの向上など、三沢

空港の利便性の向上のためにどのような施策

を講じているのか、また、今後の見通しにつ

いてお伺いをするものであります。

以上、４件、私の一般質問を終わります。

よろしく御答弁のほどをお願い申し上げま

す。

○議長（馬場騎一君） ただいまの１４番小

比類巻正規議員の質問に対する当局の答弁を

求めます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの小比類巻

正規議員さんの御質問のうち、政治姿勢問題

については私から、その他については副市長

並びに担当部長からお答えをさせますので、

御了承願いたいと思います。

来年の市長選挙につきましては、去る１１

月１８日、後援会役員の皆様から出馬の要請

をいただいたところであります。

また、ただいま小比類巻議員からも、大変

身に余るお言葉と、出馬への強い要請に対

し、大変心強く、また、大変ありがたく、心

から感謝を申し上げるところであります。

私自身、平成１９年６月１７日、市長就任

以来、市民の皆様並びに議員各位の御支援、

御協力をいただきながら、市民本位の市政を

目指し、財政の健全化、新市立病院の建設、

産業の振興や基地政策等、重要課題に取り組

んでまいったつもりであります。

また、新たな三沢市総合振興計画を策定

し、郷土三沢市と市民のさらなる発展と豊か

さを願い、計画実現に邁進してまいったつも

りであります。

私は、独掌鳴らずの精神をたっとぶととも

に、市民本位の姿勢を貫き、市民のために汗

を流したいとの思いを強く抱いておりました

が、後援会並びに関係各位からの御意見・御

要請に対して、三沢市総合振興計画の実現に

向け、これからも全力で取り組むことが私の

責務であるという決意のもと、来年の市長選

挙に立候補する意志を固めるに至ったところ

であります。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） 副市長。

○副市長（大塚和則君） 高速交通体系に関

する御質問の三沢空港の位置づけと路線の維

持・拡大のための施策についてお答えをいた

します。

三沢空港における東京－羽田線は、平成１

４年１２月の減便以降、１日３往復のみと

なっておりますが、現在もなお、年間約２０

万人の利用があり、三沢市のみならず、下

北、県南地域及び岩手県北地域における高速

交通体系の要衝として、地域経済の発展に大

きな役割を果たしております。

議員さん御指摘の東北新幹線全線開業によ

る三沢空港利用客数の減少につきましては、

少なからずあるものとして認識をしておりま

すが、市といたしましては、三沢－東京線維
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持、あるいは４便体制の復活、さらには札幌

線及び大阪線の復便に向けて、今後さらに強

力な利用促進活動を進めていく必要があると

考えております。

このような中で、三沢空港の利便性向上の

ためのインフラ整備といたしましては、当市

が進める三沢空港と第二みちのく有料道路を

結ぶ幹線道路となる市道東岡三沢・松原線の

整備のほか、上十三地域広域市町村圏協議会

における活動として、第二みちのく有料道路

を結ぶ上北横断道路や下北半島縦貫道路の整

備促進の要望活動、また、県南地域及び岩手

県北地域の市町村で組織する北奥羽開発促進

協議会における活動としては、八戸市から三

陸沿岸地域を結ぶ八戸久慈自動車道の整備促

進の要望活動を行うなど、広域的なアクセス

の強化を図っているところでございます。

また、本年１１月８日から実証運行してお

ります三沢市コミュニティバスでは、地域公

共交通における結節機能の強化を図る観点か

ら、三沢空港－三沢駅間を毎時１本のダイヤ

で結び、運行しているところであります。

さらに、民間による公共交通としては、三

八地域には、三沢空港から三沢駅を経由して

八戸市内まで運行する三沢空港連絡バスがあ

り、また、下北地域には、本年１１月１５日

から、予約制ではありますが、乗り合いシャ

トルバスが運行を開始するなど、空港の発着

時間に合わせた２次交通が各地から確保され

てきております。

三沢空港における路線の維持・拡大に当

たっては、このような利便性向上のためのイ

ンフラ整備や、２次交通の確保のほか、これ

までも周辺自治体等で組織する三沢空港振興

会や、商工関係者で組織する三沢空港利用促

進期成会等の関係機関と協力し、さまざまな

利用促進活動を実施してまいりましたが、今

後におきましても、利用者のニーズ、特にビ

ジネス利用が比較的多いとされる三沢空港の

地域特性をさらに生かせるよう、民間企業等

のニーズ把握に努め、これまで以上に周辺自

治体及び関係機関と連携して取り組んでまい

りたいと考えております。

○議長（馬場騎一君） 民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 御質問の自然

環境問題についてお答えをいたします。

仏沼の活用につきましては、当初、農業と

野鳥保護の両立を図ることを目的として、公

共牧場の設置を計画したところであります

が、より積極的な開発を目指し、平成１２年

に、三沢市環境教育牧場基本計画を作成した

ものであります。

当該計画では、学習・体験施設やレクリ

エーション施設などを備え、環境教育の場と

して重要な役割を果たすことが期待されまし

たが、平成１６年度に放牧地２６ヘクタール

の整備が完了して以降、畜産農家の減少や事

業費の確保が困難となったことから、放牧地

造成事業の凍結を余儀なくされ、現在に至っ

ているのが実情であります。

こうした状況の中、当市といたしまして

は、引き続き仏沼地区の希少な自然環境の保

全を図る必要性から、国指定特別保護地区に

よるラムサール条約登録を要請したものであ

り、現在、ラムサール条約に登録された仏沼

は、世界的にも希少な鳥類であるオオセッカ

など、草原性小型鳥類の貴重な生息地となっ

ているとともに、繁殖地となっているところ

であります。

仏沼のオオセッカ生息数につきましては、

ＮＰＯ法人オオセッカランドの調査によりま

すと、ラムサール条約登録湿地となった平成

１７年次には６３８羽でありましたが、平成

２１年には１,１２８羽となり、増加が確認

をされております。

仏沼につきましては、これまで水環境に関

する調査を実施し、環境の把握に努めるとと

もに、シンポジウムや自然観察会などの開催

により、活用を図ってきているところであり

ます。

今後におきましても、関係行政機関や関係

団体などで組織する三沢市仏沼保全活用協議

会の意見等をいただきながら、水管理や火入

れなどを実施し、自然環境の保全を図るとと
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もに、小中学校やＮＰＯ団体等による自然観

察会などの開催を通して、引き続き活用と啓

発に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 消防長。

○消防長（月館 孝君） 議員さん御質問の

消防問題についてお答えいたします。

国におきましては、市町村の消防体制の整

備・確立を図る必要があるとして、平成１８

年６月に、消防組織法を一部改正し、市町村

消防の広域化に係る規定を新たに加え、同年

７月には、改正組織法に基づき、市町村の消

防の広域化に関する基本方針を告示したとこ

ろであります。

県においては、この基本方針に基づき、平

成２０年３月に、広域化の必要性、方策及び

協議する枠組み等を定めた青森県消防広域化

推進計画を策定、公表したところでありま

す。

この計画において、上十三地域は、８市町

村で構成する４消防本部を一つの広域消防本

部とする枠組みが示されたことから、上十三

広域市町村圏協議会を検討の場とし、その下

部組織である消防広域化検討会議を設置し、

消防体制の現状把握と広域化による効果、課

題の検討を行い、ことし２月に、同協議会に

おける市長会議で報告されたところでありま

す。

この報告では、現在、各消防本部が抱える

施設的な問題である消防救急無線のデジタル

化及び高機能指令センター整備における経費

的なメリット並びに広域化がもたらす課題を

示しましたが、広域化における運用経費負担

及び職員の処遇等、具体的な検討が不足して

いたことから、消防広域化推進についての意

向を判断するためには、さらなる検討が必要

であるとの決定がなされたところでありま

す。

この決定を受け、ことし５月に、新たな検

討組織として、上十三地域消防広域再編検討

準備会議を設置し、消防部会、行政部会及び

広域部会の３部会を設け、それぞれ消防本部

の位置や組織、署所の配置や車両整備、職員

の処遇や経費負担、財産の取り扱い等の検討

を重ねているところであります。

準備会議では、今年度中に調整及び報告書

の作成を行い、各市町村長に報告することと

なっており、その後、消防広域化推進につい

ての意向を確認する予定であります。

なお、広域化の期限は、市町村議会の議決

を経て、平成２４年度末とされております。

市といたしましては、消防は住民の生命・

身体・財産を守る責務を有していることか

ら、市の特殊性に対する迅速な消防対応体

制、防災部局との緊密な連携体制の維持及び

市民要望への柔軟な対応体制の確立を基本方

針といたしまして、上十三地域消防広域再編

検討準備会議の報告内容、現時点及び将来に

わたっての必要性等を十分考慮し、市民に対

する消防サービスが低下することのないよう

慎重に判断をしてまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） １４番。

○１４番（小比類巻正規君） ただいま市長

のほうから２期目の出馬、御決断いただいた

ということで、大変喜ばしいなと、三沢市民

も大変歓迎しているのではないかと、そのよ

うに思います。

種市市長からみずから立案・策定いたしま

した三沢市総合振興計画、まだ途中でありま

すので、みずからの手でこれを達成し、なし

遂げていただきたいと、そのように思ってお

ります。

それでは、再質問に移らせていただきま

す。

まず、消防問題ですけれども、平成２０年

から２４年、５年間の中で方針を示せという

県の方針がございます。

しかしながら、三沢市も長年の歴史的な背

景を考えますと、三陸沖地震あるいは三沢大

火、その後、十勝沖地震など、例外でなく大

きい災害を受けております。そういう中で、

三沢の消防も整備してきたと、そのように
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思っております。その中で、専門分野も、よ

そより大変高度な技術を持った職員の方がお

られるだろうと、そのように感じておりま

す。

しかしながら、消防の管轄する人口という

ものを、青森県も昭和６０年をピークにして

人口が減ってきているという中で、これから

は、それも踏まえて、いろいろな機動力、救

急性、そういうことを考えますと、高齢化社

会の中で人口が減っていくというふうなこと

を考えたとき、三沢市としても、今まで単独

で事業運営してきたわけですけれども、いず

れはそういう方向もあり得るのかなと、広域

化もあり得るのかなという気がしておりま

す。

しかしながら、この整備体制を温存してい

かなければなりません。やはり生命・財産を

守るのは自己自身、自分の地域だと思いま

す。そういう観点から、今後、その策定を、

５年後を見据えたとき、三沢市としてはどう

いう方向性を考えておられるのか。

私は、決して広域性が有利だとは思ってお

りませんけれども、三沢は基地もあるし、あ

るいは漁港もある、事によっては大規模な災

害も想像されるわけでありますので、そのこ

とも踏まえて御答弁を願いたいと思います。

ラムサールですけれども、環境牧場と自然

を守るというふうなことで、オオセッカと

いっても、我々は大して、学者でもない限

り、余り興味がないわけでありまして、スズ

メがちょっとというふうな気はしているので

すけれども、それが科学的な分野からいって

も大変貴重な生息地だということでありま

す。

そういう中で、環境を整備しているわけで

ありますけれども、ただ、今の状況だと、観

光という部分では若干見劣りするのかなと。

やはりそれに付加価値をつける、あるいは観

光客に来ていただく、そういう部分では、ど

うも三沢の対応、サービスが悪いなと。行っ

ても、どこが湿地帯なのか、看板さえ見当た

らない。割と見にくいのです。

そういうことも踏まえて、駐車場も、観光

客が来るような、大型バスがとめられる駐車

場の整備とか、そういう部分も。ただ、余り

車が入っていくと、今度は鳥がいなくなると

いう逆効果のこともあります。そういうこと

も踏まえて整備していただきたいというふう

な考えもあるのですけれども、そういう部分

に対しての考えがあるのか。

それから、空港ですけれども、昨年度まで

は若干停滞ぎみだったようですけれども、こ

としに入ってから利用客が大変多くなってい

ると。減便になった、その影響なのか。航空

会社でも、海外に向けて、三沢空港から接続

が有利になってきているという実情もありま

す。まさに、市長が掲げる「人とまち みん

なで創る 国際文化都市」というふうなこと

を考えると、大変空港の利便性がよくなって

いるのも事実であります。

しかしながら、来る利用者は、ビジネスが

おおむね多く、観光客が若干ですね。そうい

う中で、新幹線も来ると。お互い、おらほう

さ来いや、おらほうさ来いやではなくて、や

はり来た客をいかに三沢空港に呼ぶかと。そ

れは、先ほど副市長もおっしゃられていたよ

うに、交通上の利便性だと思います。

そういうことを考えますと、３市７町の自

治体の首長さん方が空港振興会というものを

つくって、拡大あるいは増便、そういう対応

をしておられるようですけれども、いろいろ

空港会社でも、民間の方々でも、チケットを

安くしたりとか、いろいろな対応はとってお

ります。

しかしながら、自治体で、行政でしかやれ

ないサービスがあるわけです。それは、先ほ

ど副市長の言った道路の整備だろうという思

いがしております。空港は、ハブ化というこ

とでありますけれども、道路についても、そ

ういう広域的な、ハブ化的な構想の考えがあ

るのかどうか。先ほどいろいろな形で答弁い

ただきましたけれども、これを早急な対応を

していただきたいと。

やはり来た客が、お互い、この狭い上十三
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地区で、おらほうさ来いや、あっちゃ行けや

ということではなくて、お互いがそれを、交

通体系を利用できるような道路網の整備が必

要だと思いますけれども、よろしく御答弁の

ほどをお願いいたします。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

副市長。

○副市長（大塚和則君） 高速交通体系の再

質問にお答えをいたします。

今、議員おっしゃったように、周辺市町村

の首長と一緒になってさまざまな要望活動を

行っております。

その中で、先ほどお話ししたように、道路

整備というものは、アクセスの整備というの

は非常に重要なことだというふうに認識をし

ております。今後、一層、周辺市町村長が一

緒になって要望活動を続け、アクセスの整備

をいち早く充実するよう要望してまいりたい

と考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 自然環境問題

についての再質問にお答えを申し上げます。

まず、仏沼に対する看板の件であります

が、看板につきましては、三沢市仏沼保全活

用協議会の中で、毎年、看板を新設し、ま

た、国道に対する看板も設置しており、中の

看板についても、年ごとに更新をして、修繕

などを行っております。

それから、バスなどの大型駐車場につきま

しては、現在、特別保護地区に指定されてお

りますので、なかなか大きい建物などが制限

されることになっておりますので、その辺に

つきましては、国とも協議を図りながら、ど

ういう形がいいのか、これから考えてまいり

たいと思います。

それから、観光全般についてでございます

が、現在、東北新幹線全線開通を控えまし

て、仏沼をバックに作成しました大きなポス

ターが青森駅に飾られておりまして、普及に

つながっていると考えております。

また、お菓子につきましても、三沢市観光

協会のほうで、りんごパイなど、仏沼の夕日

などと申しますお菓子をお土産に持ち帰って

いただいて、観光につなげてまいったところ

でありますが、現下の経済情勢の中では、仏

沼だけではなくて、極めて観光については厳

しい状況でありますから、今後は、周辺市町

村との連携を図りながら推進してまいりたい

と、このように考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 消防長。

○消防長（月館 孝君） 消防問題の再質問

にお答えいたします。

広域化のメリットは、組織の活性化と大規

模な災害に対応できる等のメリットがありま

すが、一方で、現在のそれぞれの地域の特殊

事情があります。例えば、三沢市は米軍基地

がある、六ヶ所は核燃サイクル施設とか石油

備蓄基地がある。また、消防体制とか職員の

処遇も大きな違いがあります。これらの課題

を今、検討しているところでありまして、今

後、総合的に判断して決定されると考えてお

ります。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、１４番小比

類巻正規議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

６番藤田光彦議員の登壇を願います。

○６番（藤田光彦君） おはようございま

す。

６番、民主党の藤田光彦です。通告に従い

まして、質問させていただきます。

まず最初に、コミュニティバスについて質

問いたします。

去る１１月８日から、新たに路線を組みか

えて、コミュニティバスが実証運行されてい

ます。三沢市のホームページを見ますと、安

心して乗れる、乗れば便利で楽しいと評価し

ていただけるような、わかりやすく、使いや

すい交通体系の確立を目指すと明記してあり

ます。

運行後１週間ほどして、塩釜から新三沢病

院まで乗ってみました。停留所を二、三過ぎ
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たところで、年配の婦人の方が乗車し、娘を

訪ねてから数カ所を回った後、帰るにはどの

バスに乗ったらいいか運転手さんに聞いてお

りました。運転手さんは、空港までバスで来

て、それから別のバスに乗りかえるか、ま

た、今おりるところでバスを待っていればよ

いと何度も教えていました。ホームページで

述べる安心して乗れる、乗れば便利で楽しい

と評価してほしいとの希望に反して、その御

婦人は、不安で、不便を感じたことでしょ

う。新しい路線になれれば、そのような不安

はなくなるでしょうが、不便さは残るので

す。

さて、塩釜からそのバスに乗っている間、

運転手さんとその御婦人の会話に耳を傾けな

がら路線地図を指で追い、時々運賃表示に目

を投げかけて、４５分ほどして新病院に着い

たとき、二つの疑問が浮かんできました。

その一つは路線のことです。

以前の交通体系では、市内の中央、そして

三沢駅を経由して北部と三沢案内所を往復す

る、いわば市内横断ラインと、１００円バス

で三沢駅から出発して、基本的に市街地を回

る市街地循環ラインの併用でした。北部の利

用者は、その市内横断ラインを使って、乗り

かえなしに市街地の主要拠点を通って三沢駅

まで行くことができたのです。新しい路線で

は、この利便性がなくなりました。

やはり市内の主要施設を経由して、北部か

ら三沢駅まで結ぶ１本の横断ラインが北部浜

通りの利用者にとって必要であると思いま

す。乗りかえという負担が加わったことで、

利便性が悪くなったと思われますが、どのよ

うにお考えか、お伺いします。

さて、二つ目の質問は運賃のことです。

私は、過去２回ほど、１００円バスについ

て一般質問し、当市のような人口４万人ほど

の中規模の自治体にとって、路線において

も、また、運賃においても、市を二分するよ

うな交通体系は不公平で差別的であり、１０

０円バスを全市内に延長するか、または廃止

して、新たに全市民が不公平感の少ない運賃

体系で共通の路線を利用できるようにするこ

とが、まちづくりの施策というものではない

かと訴えてきました。

その１００円バスは、交通弱者を助けると

同時に、中心市街地に誘客するという経済効

果を目的とするものでしたが、コミュニティ

バスと名づけた以上、その運行の性格は根本

的に変わってくるのです。なぜなら、それは

コミュニティーのためのバスであるからで

す。

コミュニティーとは、簡単に言えば、帰属

意識と連帯を土台にした共同体ということで

す。そしてそこには、支え合いと公平さが必

要とされるのです。コミュニティーの範囲は

さまざまで、町内会でありますし、また、小

学校学区でもあります。あるいは自治体の行

政区域でもあります。

当市のコミュニティバスは、全市内を走る

わけですから、全市をコミュニティーと位置

づけているのです。それは、共同体の必要条

件である支え合いと公平さを全市にわたって

実現しなければならないということです。塩

釜から乗って新三沢病院まで、片道８４０円

ほどかかりました。越下－新病院間は９５０

円です。市街地の人は１００円で市内の主な

機関を回れます。この９倍以上の運賃の差

は、余りにも不公平感が強く、コミュニ

ティーの原則に反するものと思います。

当市は、「人とまち みんなで創る 国際

文化都市」を理念として掲げています。まさ

に、コミュニティーとして、まちづくりの実

践を求めているのです。コミュニティバスの

運賃の不公平感をどのようにお考えか、お伺

いいたします。

次に、青い森鉄道について御質問いたしま

す。

あす、東北新幹線は全線開業となります。

それに伴い、青い森鉄道も全区間運行開始と

なります。青森とその近郊の人々は夢を見る

ことができますが、私たち沿線地域の住民は

現実を見なければなりません。

その現実というのは、新幹線との連結機能
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が低下するということです。通勤・通学に配

慮して、朝夕の便を２本から４本ふやし、ま

た、高校生の通学定期の金額は据え置きにし

たということは、地域利用者の生活を最大限

考慮したとして高く評価しています。

しかし、これまで八戸駅を発着するすべて

の新幹線に対して、乗り継ぎがタイムリーに

組まれていましたが、あすから並行在来線に

なると、その対応がまさにばらばらで、新幹

線発車時間の数分前に八戸へ行く列車もあ

り、また、次の新幹線まで１時間待ちという

ものもあります。これは、東京方面へ出かけ

る人だけではなく、東京方面から旅行や仕事

に三沢を訪れる人にとっても不便なことで

す。

さらに、不自由を感じるのは、始発の新幹

線への乗り継ぎや最終便からの乗り継ぎも用

意されていないことで、仕事や娯楽のために

日帰りで東京へ出かけていた人にとって、東

京滞在時間が極端に短くなり、ゆっくり日帰

りができなくなったことです。

また、このことで、タクシー業界をも含む

地元の業界が多大や経済的影響を受けること

になります。並行在来線を幹線鉄道に対する

２次交通と位置づけるならば、地域生活のた

めの利便性と同じく、１次交通である新幹線

へのスムーズな連結が重要なものであると思

います。

市民が不便をこうむる、また、地元業界の

経済的損失が見込まれる、このような利便性

の低下についてどのようにお考えか、お伺い

いたします。

最後に、横断歩道者の安全について質問い

たします。

先日、ゲート前の交差点で、赤信号のため

停止していたところ、小学生の男の子が自転

車を押して青信号の横断歩道を渡ろうとして

いる場面に出会いました。その男子は、一歩

踏み出そうとしておりますが、右折または左

折して横断歩道に入ってくる車におじけづい

て、ついには渡らず、別の方向に行ってしま

いました。

小学校では、青信号の横断歩道を渡るとき

は、左右をよく見て、車が来ないことを確認

してから渡ることを指導しております。この

指導は、道路を横切る１本の横断歩道の場合

は有効ですが、交差点の場合はそうとも言え

ません。右折、左折して横断歩道に入ってく

る車があるからです。

また、右折、左折してくる運転者にとっ

て、歩行者優先の原則は、あくまで横断して

いる歩行者に対して適用するもので、渡ろう

として横断歩道の端に立っている人に対して

は、たとえ気にとめたとしても運転はとめな

いものです。

さて、もう一つ例を挙げますと、私がよく

通る別の交差点では、青信号のときでも右

折、左折してくる車に、ある学生は、車の動

きを見ながら遠慮がちに一歩ずつ歩を進め、

運転者との呼吸を合わせながら、車がとまっ

てくれたら素早く渡るという細かいわざを見

せ、また、ある者は、正義は我にあるという

感じで、車の動きに関係なく、危険を顧みず

に横断歩道に飛び込んでいくという無謀さを

見せます。

歩行者は生命の危険をかけ、また、運転者

は刑罰の重さを担保に、おのおの各自の判断

で行動しているように見えます。

この二つの例は、交差点では、青信号の本

来の役割はもはや限界に来ていて、新たな手

段を講じなければ歩行者の安全が図れないと

いうことを示しています。

さて、財団法人交通事故総合分析センター

によると、平成２１年度までの１０年間の交

通事故統計を見ますと、自動車乗車中の事故

は、シートベルト着用率の向上などで減少し

た一方で、歩行中の事故が３４年ぶりに自動

車乗車中を抜き、しかもその差が拡大してい

るということです。歩行者は無防備のため、

交通事故全体の致死量の５倍も高いと言われ

ております。

そして、平成２１年度の統計によると、歩

行者死亡事故の中で、道路横断中の事故が一

番多く、７３％を占め、その中で、横断歩道
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外の事故が５１％、横断歩道中の事故が２２

％となっております。つまり、道路横断中の

事故の中で、５人に１人が横断歩道を渡って

いるときの事故です。これらの数字は、真剣

に考えなければなりません。

当市では、大町のマックスバリュの前の交

差点、そして岡三沢のトヨタカローラ店の近

くの交差点の２カ所が歩車分離式となってお

ります。全方向の信号を赤にして、自動車を

停止させると同時に、すべての歩行者信号を

青にして歩行者を横断させる。これによっ

て、歩行者は右折、左折してくる自動車の影

響を受けることなく、安全に横断歩道を渡る

ことができるのです。交差点での横断歩行者

の安全性を確実に高めるため、他の主要な交

差点にも、この歩車分離式の信号機に変えて

いく必要があると思いますが、どうのように

お考えか、伺いたいと思います。

以上で、質問を終わります。御答弁をよろ

しくお願いします。

○議長（馬場騎一君） ただいまの６番藤田

光彦議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの藤田議員

さんの御質問のうち、青い森鉄道の利便性に

ついては私から、その他については担当部長

等からお答えをさせますので、御了承願いた

いと思います。

来る、あすになりますが、１２月４日の東

北新幹線全線開業に伴い、八戸－青森間が延

長開業いたします。

青い森鉄道株式会社では、ダイヤ設定に当

たって、地域住民の重要な生活路線としての

役割を果たすことを第一義として、通学・通

勤時間帯の利用客の利便性に特に配慮したほ

か、新幹線及び他の鉄道会社とのスムーズな

乗り継ぎの配慮や安全性の確保、あるいは運

行サービス水準の維持・向上を目指して、ダ

イヤ編成を行ったとのことであります。

このような中で、三沢駅関連のダイヤで

は、八戸－野辺地間の下り普通快速列車が５

本の増便、同じく上りでは４本の増便とな

り、そのうち、朝夕の通学・通勤時間帯での

運転本数は、下りでは４本の増便、上りでは

３本の増便となっております。

しかしながら、八戸発着の新幹線との接続

ダイヤにおいて、青い森鉄道との接続が確保

されていない新幹線の便は、下りでは５本、

上りでは３本、その他にも接続時間が御指摘

のように５分しかない便とか、あるいはその

反対に、接続時間が３０分を超えるような便

もあるため、新幹線とのスムーズな乗り継ぎ

が十分確保されていない状況にあるものと考

えております。

青い森鉄道株式会社によりますと、このよ

うなダイヤ設定となったことにつきまして

は、限られた車両数、貨物列車とのダイヤ調

整、始発便の調整、他の鉄道線との連携など

さまざまな要素が複雑に絡み合う中で、通

学・通勤時間帯の運行本数確保と、新幹線や

他の鉄道線との地域交通ネットワークの確立

という二つの目標を両立することが非常に困

難であるという、専らダイヤ編成における技

術的な問題によるものであるとのことであり

まして、今後、利用者や地域住民の意見を踏

まえ、来年３月のダイヤ改正時に向けて改善

を図っていきたいとのことであります。

新幹線との接続ダイヤは、沿線地域住民や

県外から来訪するビジネス客や観光客への利

便性にも大きく影響を与えるものであります

ことから、当市といたしましても、青い森鉄

道株式会社に対し、機会あるごとにダイヤの

改善を強く求めてまいりたいと、このように

考えております。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） コミュニ

ティバスに関する御質問にお答え申し上げま

す。

はじめに、北部浜通り地区からは、三沢空

港での乗りかえにより利便性が悪化したので

はないかという御質問にお答え申し上げま

す。
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今回のバス路線網の再編と、コミュニティ

バスの運行に当たりましては、新市立三沢病

院へのアクセス確保を最重要課題とした上

で、昨年度実施したバスの利用実態調査を踏

まえながら、朝夕の時間帯において、通勤・

通学利用の方への影響が生じないよう、従前

から運行されている北浜線による三沢駅方面

への直行便をそのまま残しまして、それ以外

の時間帯においては、市立三沢病院への通院

者に負担がかからないよう、乗り継ぎなく病

院に行くことができる北浜・木崎野線を新設

したところであります。

一方で、この北浜・木崎野線につきまして

は、一部の便が市役所を中心とする市街地を

経由するものの、三沢駅方面への路線が欠け

てしまうことから、これを三沢空港での乗り

かえにより補完するための岡三沢線をあわせ

て新設したところでございます。

議員さん御指摘のように、乗り継ぎで市役

所や三沢駅方面に行かれる利用者にとりまし

ては、どうしても乗り継ぎの不便さが生ずる

ものと考えておりますが、一方で、北部から

新市立三沢病院を経由しつつ、さらに、市役

所や郵便局、スーパーマーケットなどを循環

し、駅方面まで１本で結ぶ路線を新設するこ

とになりますと、バスの運用上、効率が悪化

するばかりではなく、別の利用者にとりまし

ては、逆に不便になるということも考えられ

るところでございます。

限られたバス運行本数によりまして、すべ

ての利用者を満足するバスルートを設定する

ことは、非常に困難であるというのが率直な

考えであります。

今月中旬にも実施を予定しておりますコ

ミュニティバスの利用実態調査や、これまで

市に寄せられたさまざまな御意見を参考にし

ながら、来年４月からの第２期の実証運行期

間に向けて、より多くの方々に満足して利用

していただけるようルートの改善を図ってま

いりたいと考えております。

次に、北部と市街地における運賃格差が大

きく、不公平感が大きいのではないかという

御質問についてでありますが、第１期の実証

運行に当たっては、利用促進の側面を重視し

まして、バス路線の大幅な再編による利用者

離れを最小限にとどめるため、市街地区間に

ついては、これまでの１００円バスと同様、

１００円均一制を維持した上で、市街地以外

の区間については距離制による運賃としたと

ころでございます。

一方で、居住地の違いによって生ずる運賃

格差にも配慮し、利用しやすい妥当な運賃体

系を構築することも非常に重要な課題である

と認識しておりますことから、北浜・木崎野

線における北部地区からの運賃につきまして

は、移転によって遠くなる新市立三沢病院ま

での運賃が、旧市立三沢病院までの運賃と同

額となるよう、一部運賃を減額して調整を

図ったところでございます。

また、三沢空港で北浜・木崎野線と岡三沢

線とを乗り継ぎで利用される方に対しまして

も、これまでの北浜線の三沢駅方面直通便と

運賃が同額となるよう、乗り継ぎ割り引き運

賃を設定したところでございます。

市といたしましては、今後、先ほど御答弁

申し上げました路線の見直しと同様に、運賃

につきましても利用者の意見を参考にしなが

ら、コミュニティバス全体として、より適正

で妥当な運賃体系となるよう、継続して見直

しを図ってまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 御質問の横断

歩道の安全についてお答えをいたします。

交通信号機は、交通安全の確保や交通の流

れを円滑にすることを目的に設置されている

ものでありますが、三沢警察署によります

と、現在、三沢署管内には１２５カ所に信号

機が設置され、そのうち三沢市内の２カ所が

歩車分離式信号機ということであります。

歩車分離式信号機は、信号交差点におい

て、歩行者と車両が通行できる時間帯を分離

し、車両の右折や左折による歩行者の巻き込

みを防止し、歩行者の安全を確保するもので
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ありますが、一方で、歩行者用の信号機だけ

が青信号となる時間が発生することから、車

両の待ち時間が長くなり、交通渋滞を招くこ

とが短所と言われております。

三沢市内では、県道三沢十和田線の大町交

差点及び東岡三沢交差点に設置されており、

ともに７時から１９時までは歩車分離式とし

て機能し、それ以外の時間帯は通常の信号機

となっているものであります。

今後の歩車分離式信号機の導入についてで

ございますが、朝夕の車両の交通量が多く、

現在でも交通渋滞が発生しているゲート前交

差点や市役所前交差点、あるいは上下水道庁

舎前交差点など、市内の主要交差点について

は、さらなる交通渋滞が見込まれ、見切り発

進や無理な割り込みなどによる交通事故を誘

発することが考えられることから、その必要

性を十分に見きわめ、慎重に対応しなければ

ならないものと認識をいたしているところで

あります。

今後におきましても、歩車分離式を含め、

信号機の設置に関しましては、三沢警察署を

はじめとする関係機関、団体とともに研究

し、適正な交通安全対策に努めてまいりたい

と考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ６番。

○６番（藤田光彦君） 再質問させていただ

きます。

まずは、コミュニティバスの件ですけれど

も、全市民が公平に利用できるような、そう

いうふうな路線を組んだと申しております

が、結果的に見て、先ほど述べたように、北

部や浜通りの人たちが１本で市内の主要な機

関を通って三沢駅まで行けると。その１本の

ラインがなくなったおかげで年配の方が大変

苦労している。私も見ましたし、そういう話

も聞こえてきているのです。

ですからこれは、運賃でも、北部や北浜の

方々には大変な負担をしてもらっていますの

で、これは何かもうちょっと配慮が必要では

ないかと。つまり、１本の線で空港を通っ

て、例えば先ほど言ったとおり、新病院のア

クセスを最重要したというのなら、新病院へ

行ってから、それからまた市役所を通って三

沢駅に行くとか、少し効率が悪くなると思い

ますけれども、そのような１本のラインをつ

くることで、北部や北浜の人たちが本当に安

心して市内を回って、それから、市外へ出か

けるときは三沢駅へ直行できると、そういう

路線があるわけで、それを以前、北部、北浜

の方々は大変評価していたわけです。それが

なくなるということは、本当に北浜地区の皆

さんのことを考えて路線を組んだかどうか大

変疑問に思います。

ここに、三沢市地域公共交通会議、目録と

いいますか、資料がありますけれども、この

会議で路線を協議して、それをそちらに答申

して、それに基づいて多分そういう路線を組

んだと思いますが、この構成員を見ますと、

住民または利用者の代表とある。この方々

は、どう見てもいろいろな機関の幹部、そう

いう感じの人たちが集まっているのです。果

たして北部とか北浜の方の、本当のバスを利

用する利用者が参加して、そういう意見を聞

く場を持ったかどうか、ちょっと私は理解で

きないような構成員の集まりであるので、ど

ういうふうにしてこのような委員を選んだの

か、本当に実際の利用者の声を聞くような委

員会をつくれなかったのかどうか、これを私

は質問します。

それから、運賃の件ですけれども、本当に

１００円バス、６年間運行していたときも、

このような９倍の差ということがありまし

て、これについても私は一般質問で話してい

たと思いますけれども、やはり公共性の高い

ものは、そういうあるプロジェクトは、ある

事業は、やはり行政が少しばかりの負担をし

なければならないと、そういう性格の強いも

のですので、１００円バスが終わっても、ま

た新しいコミュニティバスになっても、同じ

ような料金設定をして、北部、北浜の方々に

負担を強いるということは、行政としての政

策に極めて真剣さがないのではないかと思っ
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ております。ここをもう１回考えてみてほし

いと思っていますので、答弁をお願いしま

す。

それから、青い森鉄道について質問いたし

ます。

三沢市は、青い森鉄道株式会社に２,８７

０万円もの出資をして株主になっておりま

す。株主というのは、発言権は相当強いもの

です。そして、沿線自治体の中で、４万人も

の人口を持つ市であります。リーダーシップ

をとれるような立場にあります。この連結が

なかなかうまくいかないという利便性の低下

について、三沢市民だけではなく、ほかの沿

線の自治体の住民もやはり不満は言っている

わけです。

そのようなことも考えながら、リーダー

シップをとれる三沢は位置にある。そういう

ことをもって、もっと青い森鉄道に強い発言

をしてほしいと私は思っておりますけれど

も、市長、そういうことをどうお考えになる

か、お聞きします。

それから最後に、横断歩道ですけれども、

日本自動車工業会という団体がありまして、

ここで「ＪＡＭＡＧＡＺＩＮＥ」という雑誌

を出版しておりますが、２００７年５月号で

は、平成１７年に、全国で交差点の横断歩道

歩行中に１万３,９７０件もの事故が発生し

ております。そして、２６７人もの人が亡く

なっていると。このように大変事故が発生し

やすい箇所でもあります。

ですから、三沢においても、本当に、私が

さっき見た例を申し上げましたけれども、三

沢においても、このことを真剣に考えて、早

急に歩車分離式の信号をつくるべきだと思っ

ておりますが、果たしてどのように早急に設

置する計画を立てるか、お聞きします。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

市長。

○市長（種市一正君） 再質問にお答えをい

たします。

議員さん御指摘のように、青い森鉄道株式

会社に対する三沢の出資金額は、八戸開業時

には３２０万円、青森開業時には２,５００

万円、計２,８４０万円の、これは５６８株

でございますが、出しているわけでありま

す。

そういうことで、私は、青い森鉄道沿線自

治体の長として、青い森鉄道株式会社の非常

勤取締役の職にあるわけであります。同社の

経営に対しましても、限定的な経営責任の一

端を担う者として認識をいたしているわけで

ありまして、ダイヤの問題については、先ほ

ど答弁で、専ら技術的なところが大きいとい

うことを答弁申し上げましたけれども、仮に

運行本数をふやすとなると、それは会社の経

営に直結いたしますので、必ずしも容易では

ないだろうなと考えるところもありますが、

しかしながら、今回のダイヤでは、２次交通

としての機能あるいは役割が不十分であり、

利用者への影響が大きいと考えますことか

ら、少しでも利便性が改善されるように、今

後は同社の会議等において、地域の皆さんと

ともに、利用者の皆様の声を考えて発言して

まいりたい。特に、今月中に会議が予定され

ておりますので、申し上げたいと思ってござ

います。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） コミュニ

ティバスの再質問、２点ほどございました。

お答え申し上げます。

まず、公共交通会議の構成員でございます

けれども、実は、交付要綱、国の指導基準に

基づく構成要素があるわけでございますが、

確かに御指摘ございましたように、非常に関

係機関の構成員が多いという面では、議員さ

んから御指摘いただいたようなことは私も理

解をしているところでございます。

ただ、その中で、私ども今回、今月８日か

ら運行しておりますバス運行をするに際しま

して、特に地域住民の方々の声を重視すると

いう視点から、北部地区の関係者の皆様方か

らも、老人クラブをはじめ、町内会の代表者

等々、さまざまな御意見を拝聴しながら聞い

てきたものでございます。
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何度も申し上げますが、なかなかうまくい

かないというのが率直なところでございます

が、少なくても私どもは地元の声を十分聞い

た上で、今回の運行にこぎつけたということ

につきましては、御理解を賜りたいと思いま

す。

それから、２点目の運賃の公平感というこ

とについてでございますが、これも全く議員

さん御指摘のとおりだと私自身も個人的には

感じております。

ただ、コミュニティバスと、それから民間

の運行業者がやっております路線バスがあり

ます。ここのすみ分けといいますか、なかな

かうまくいかない。仮の話でございますけれ

ども、三沢市が財政的に豊かで、どんどん投

資してもいいということになれば別でしょう

けれども、当然、民間の運行業者のことも考

慮しなければなりません。

特に、運行業者につきましては、三沢市内

だけの問題ではなくて、六ヶ所、それから七

戸、さらには東北町に関係する部分がござい

ますことから、なかなか簡単にいかないとい

うのが実情でございます。

そうは言いながらも、御指摘ございました

ように、さらなる利便性向上に努めてまいり

たいと考えているところでございます。御理

解のほどを賜りたくお願い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） 民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 横断歩行者の

安全についての再質問にお答えを申し上げま

す。

歩車分離式信号機の設置につきましては、

先ほど、慎重に対応することとして、御答弁

を申し上げたところでございますが、道路交

通法の第３８条では、横断しようとする歩行

者等があるときは、当該横断歩道等の直前で

一時停止し、かつ、その通行を妨げないよう

にしなければならないとあり、横断歩道では

歩行者が優先とされております。

しかしながら、現実的には、なかなか交通

ルールが守られていない状況でありますの

で、現在、三沢警察署におきましても、横断

歩道に係る取り組みを強化しているところで

ございます。

当市といたしましても、引き続き三沢警察

署、三沢市交通安全母の会など、関係団体と

の連携を図りながら、道路交通法の遵守及び

交通マナーの向上に努めてまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ６番。

○６番（藤田光彦君） 再々質問させていた

だきます。

コミュニティバスについてです。

今の答弁を聞いていますと、まだまだ部長

の個人としての認識度はすごくわかるので

す。北浜、北部に対する同情感はすごくわか

る。だけど、市として、その実情を理解して

いるかどうか。まだまだ、何かよく深く感じ

ないのですけれども、市長に質問いたしま

す。

ＭＧプラザに多くの税金を投入することを

考えておりますけれども、この理由として、

市長は新聞紙上で、極めて公共性の高いとい

うものを理由にしています。市民の交通機関

というのも、極めて公共性の高いものです。

こういうことを考えれば、やはり北部とか北

地区の方々のことをもっともっと気持ちを入

れて、路線とか運賃とかというものを考えて

いかなければならないと思いますけれども、

どのように思っているか、お聞きしたいと思

います。

それから、青い森鉄道ですけれども、この

間、説明会に行ってみました。そのとき、大

体同じような質問が出たのですけれども、そ

のときに青い森鉄道の会社のトップの方が、

連結がうまくいかなければ、七戸駅があるで

はないかと答えていまして、みんなびっくり

したのです。青い森鉄道の経営者のトップの

方が、我々地元の実情を何もわかっていな

い。連結が悪かったら七戸駅でおりてくださ

いと、七戸駅から三沢に来てくださいと。そ

こには、本当に交通体系が何もないところ、

そういうところでもそういう発言があるとい
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うことは、トップの方もなかなか実情がわ

かっていない。だから、私は市長さんに対し

て、この沿線のリーダーシップを発揮して、

はっきり株式会社に対して、常に発言を続け

てほしいと思っております。そこのところを

もう１回お願いします。

○議長（馬場騎一君） 市長。

○市長（種市一正君） 再々質問にお答えを

いたします。

二つのことだと思っております。

一つは、市内のバス路線の運賃の公平性と

いいますか、そういうことで対応する考えは

ないかというようなことだと思います。

これは７０歳以上ということに限定されて

おりますけれども、北浜等のことについて

は、いろいろわかっていると思いますが、そ

ういう対応をしているということでありまし

て、さっき部長から申し上げたように、いろ

いろな規制もあることから、どういう対応が

あるのか、御指摘のような公平というものを

どこまで考えることができるのかというよう

なこともありますけれども、これはやはり大

きな課題だなと思っております。そういうこ

とで検討させていただきたいと、こう思って

おります。

それから、青い森鉄道の問題については、

これまでもいろいろ、全線開通あるいは青い

森鉄道が動くわけでありますけれども、その

中で、いろいろ我々もダイヤの問題について

は要望を、意見として申し上げてきた経過、

もちろん私ばかりではなくて、東北町であっ

たり、さまざまそういうことで強い要望とい

うようなことで申し上げてきたところであり

ます。

どういうダイヤの結果が出るのかというの

は、非常に興味があったわけでありますが、

そういうようなことで、はじめて出てきて、

御指摘のようなことで、全く継続の路線がな

いとか、さまざま見て私もびっくりしまし

た。これでは、とてもではないが、我々とし

ては承服するわけにいかないというようなこ

とで、いろいろ内部でも話し合いをしており

ますし、そのことを会議でぶつけてまいりた

いと、こう思っております。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、６番藤田光

彦議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

３番奥本菜保巳議員の登壇を願います。

○３番（奥本菜保巳君） 日本共産党、奥本

菜保巳でございます。

本日、私は、中心市街地活性化推進費につ

いて一般質問するつもりでおりました。しか

し、通告書を提出した際に、三沢市議会にお

ける慣例として、今議会において審議される

議案に関しては、一般質問は遠慮してもらう

とのことで、それを取り下げてしまいまし

た。

全国においては、三沢市のような慣例があ

る議会もあるようですが、県内では、調べた

ところ、市民から選ばれた議員が市政全般に

ついての質問をすることに対して何も規制・

制限はしていないということでした。それが

開かれた議会運営であり、常識ではないで

しょうか。慣例は、法的拘束力がありませ

ん。民意を反映できない慣例であれば、それ

は廃止されなければならないと思います。

私は、市民の皆さんに、今回この事案を取

り下げてしまいましたことをおわびするとと

もに、このような慣例に対しては異を唱えた

いと思います。

それでは、一般質問に入ります。

まず、第１の質問。ＴＰＰ・環太平洋連携

協定について伺います。

菅首相は、１０月１日、国会での所信表明

演説において、ＴＰＰへの参加を検討し、Ｆ

ＴＡＡＰ・アジア太平洋自由貿易圏の構築を

目指すと述べました。

そのＦＴＡＡＰとは、２００６年当初はブ

ルネイ、シンガポール、チリ、ニュージーラ

ンドの４カ国のみでした。そこへアメリカが

２００９年１１月に、アジアに輸出を拡大す

ることをねらって参加を表明し、ベトナム、

ペルー、マレーシア、オーストラリアが加
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わって９カ国になり、さらに、太平洋２１カ

国の参加拡大を目指して交渉中であり、２０

１１年の妥結を目指しているものです。

アメリカ財界からのプッシュもあり、菅首

相は、国内対策や明確な将来の展望を示すこ

ともなしに、１１月９日に閣議決定した包括

的経済連携に関する基本方針で、みずから進

んですべての品目を自由化交渉の対象にする

ことを宣言しました。そこから波紋を呼び、

全国農業協同組合中央会などでつくる実行委

員会は、翌１０日に、東京千代田区の日比谷

野外音楽堂において、ＴＰＰ交渉への参加に

反対し、日本の食を守る緊急集会を開き、全

国から３,０００人の人が参加し、国会に向

けてデモ行進しました。

今、急速に全国で怒りが巻き起こっていま

す。本県においても、１１月２８日、青森県

農協農政対策委員会が本県選出国会議員を招

いて集会を開き、ＴＰＰへの不参加を要請、

表明しています。

このＴＰＰは、関税を原則撤廃し、農林水

産物の完全自由化を進めるものです。これに

よって、日本農業と地域経済は壊滅します。

農水省が公表した国境措置撤廃による農林水

産物への影響試算によると、農林水産物の生

産減少額は約４兆５,０００億円で、食料自

給率は４０％から１３％程度に急落すると言

われています。農業の多面的機能は３兆７,

０００億円程度失われ、雇用機会、３５０万

人分が消失します。

菅首相は、自由化と農業再生を両立させる

と言っていますが、アメリカやオーストラリ

アがこの交渉に参加し、さらにカナダが参加

を検討し、中国も関心を示している。この４

強の農産物輸出大国に対して、ほぼ例外のな

い自由化にするＴＰＰと農業の両立は絶対に

不可能です。

ＴＰＰへの参加は、一部の輸出大企業のも

うけを最優先したものです。韓国に乗りおく

れるなと大キャンペーンを行っていますが、

先ごろ韓国では、１１月に行われたＧ２０サ

ミットにあわせて、農民や市民が韓米ＦＴＡ

反対や労働者の権利拡充を求めて、大規模な

集会やデモ、座り込みを連日のように行い、

その結果、韓米ＦＴＡの最終合意は先送りさ

れました。

このような動きを見ても、自由化はさまざ

まな問題を抱えていることがわかります。農

林水産業、地域経済の崩壊のみならず、食料

自給率の低下、日本型食生活や食の安心・安

全が脅かされる問題、環境保全機能の後退な

どの問題も浮上しています。

また、ＴＰＰは、金融・保健・医療・公共

事業への参入、看護師など労働力の自由化も

交渉内容に入っています。まさに、国境撤廃

の何でもありの協定です。ＴＰＰ交渉に参加

するかどうか決める判断は、来年６月前後と

していますが、閣議決定ということは、まさ

しくＴＰＰ参加に向かって走り出したという

ことにほかなりません。

食料の問題は命にかかわる問題です。多く

の日本人は米を主食としています。日本の米

農家は、良質でおいしく、安心・安全な米を

つくることができますが、関税が撤廃され、

日本の米の４分の１の価格の輸入米が入れ

ば、到底日本の米農家は太刀打ちできませ

ん。戸別所得補償で救えばいいという議論が

横行していますが、そうなると、農水省の藤

原副大臣は、現在の農水予算の２倍に当たる

年間４.８兆円が必要になると試算していま

す。この予算の確保は不可能であると言えま

す。

また、世界の飢餓人口、６億とも９億とも

言われていますが、このような世界の食料事

情をかんがみたとき、自国の食料のあり方は

その国が決めるという食料主権が当たり前の

国際的な貿易のルールが確立されるべきでは

ないでしょうか。

よって、このような日本農業と地域経済に

深刻な打撃をもたらし、食の安心・安全を脅

かすＴＰＰ交渉には絶対に参加すべきではあ

りません。

そして、このＴＰＰ問題は、国の外交問題

と片づけられる問題でもありません。三沢市
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においても影響があることは想定されます。

そこで、伺います。北海道、岩手県、宮城

県では、農産物生産等への影響試算を打ち出

していますが、三沢市における１次産業への

影響はどうなのかを伺います。

次に、第２の質問。ＮＰＯ、市民活動団体

へのサポート体制について伺います。

近年、多様化する地域の課題が浮き彫りに

なっています。ひとり暮らしの高齢世帯の増

加、町内会離れなど、地域社会の人と人との

つながりの希薄化、また、行政の縮小化など

による公共サービスの低下、行政だけでは対

応仕切れなくなっている問題も多々ありま

す。

国や地方における財政難から、指定管理者

制度や委託事業など、官から民へ移行する事

業もふえています。

このような現状を踏まえ、行政任せではな

く、市民が地域を支える団体をつくり、さま

ざまな市民活動やＮＰＯ団体などが活躍して

います。

ＮＰＯとは、民間の非営利組織であり、市

民の発意に基づき、自主的に活動する市民が

主体となった市民活動団体であると言えま

す。

また、法律に基づいて法人格を取得したＮ

ＰＯが特定非営利活動法人、すなわちＮＰＯ

法人と呼ばれています。非営利といっても、

すべてが無給ということではなく、働くス

タッフには給料も経費の一部としてみなさ

れ、支給されます。よって、ＮＰＯ団体も事

業などを通して利益を出し、その活動を発展

させ、継続的に取り組むことが重要な課題と

なっています。

ＮＰＯ団体は、みずからの手で自分たちの

住む地域をよくしていこうとする市民の集ま

りと言えます。こんなサービスがあったらい

いのにという思いが、ＮＰＯを始める第一歩

になっているようです。

しかし、高い志を持ちながらも、運営が困

難になり、解散に追い込まれるＮＰＯ団体が

全国的にふえているという問題が浮上してい

ます。資金や人員体制、活動拠点など、組織

基盤が全般的に不安定なところが多いという

のが現状にあります。

まず、資金面における課題があるようで

す。資金源は、会費や活動に共感する市民か

らの寄附金、民間財団などからの補助金や、

国や自治体からの補助金などがあります。し

かし、それらの資金は継続性がないため、団

体は自立して事業収益を上げ、運営していか

なければなりません。

そこで、ＮＰＯが自主的に事業を運営し、

経済的に自立できるようにサポートする体制

が生まれています。信用金庫などが無償で事

業性のアドバイスを行ったり、無担保の融資

などを行い、公益財団法人、信頼資本財団も

ＮＰＯなどの事業者に対する融資を行って支

援しているということです。企業による技

術、マネジメントなどのノウハウの提供な

ど、企業とのかかわりもあるようです。

このような支援体制や総合的なコーディ

ネートの構築が、今後の地域活性化型ＮＰＯ

法人の発展につながるかぎとなるのではない

でしょうか。地域活性化型ＮＰＯ法人であれ

ば、雇用の受け皿にもなり得ます。そのため

にも、ＮＰＯ法人の活動を支援するための適

切なサービス提供や仕組みづくりに取り組む

必要があります。

また、ＮＰＯの社会認知はまだまだ低い感

が否めず、行政等に対しＮＰＯ法人のよい面

をＰＲし、活動環境の整備に貢献してほしい

という要望もあるようです。

そこで、伺います。本県のＮＰＯ法人は、

ことし１０月末時点では２９１団体になるそ

うですが、三沢市においてもさまざまな市民

活動団体やＮＰＯ法人が活動されています。

そこで、当市における団体数と、これまで

の団体数の推移はどのようになっているの

か、また、ＮＰＯ団体等に対する支援体制は

どのようになっているのかを伺います。

次に、第３の質問。ごみの戸別収集につい

て伺います。

先ごろ問題になりました高齢者の所在不明
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問題は、地域のつながり、人と人とのつなが

り、人間関係の希薄化を浮き彫りにさせまし

た。

昨年、内閣府が行った調査から、ひとり暮

らしの高齢者が家族や地域とのつながりを持

てず、社会的に孤立しやすい環境に置かれて

いる実態が明らかにされました。高齢化が進

む中で、単身世帯は確実にふえ続けることが

予想されています。

また、無縁社会が問題視される中で、孤独

死の問題も見逃せません。当市においても、

残念ながら孤独死されているひとり暮らしの

高齢者がおられます。さらなる見守り体制の

強化が必要なのではないでしょうか。

多くの自治体では、このようなひとり暮ら

しの高齢者の孤立化に対応し、さまざまな支

援体制が構築されています。その一つとし

て、ふれあい収集の名のもとに、体の不自由

なひとり暮らしの高齢者などを対象に、ごみ

の戸別収集に取り組んでいる自治体がふえて

いるそうです。

埼玉県の川口市では、本人、親族、近隣者

により、指定のステーションまで家庭ごみを

排出することが困難な世帯で、介護保険の認

定が要介護１以上で６５歳以上、障害者手帳

を所持している単身者、その他市長が認める

者を対象として希望者を募り、戸別収集に取

り組んでいます。希望すれば安否確認も行う

そうです。

また、見守りにも一役買っているそうで

す。ごみを出さなくなったり、様子がおかし

いと判断した場合、すぐに行政や地域包括支

援センターへ連絡を入れる仕組みになってい

るそうです。

先日、体が不自由で歩くことができないひ

とり暮らしの高齢者の方から、ごみの排出に

ついてお尋ねしました。身体障害者で歩行困

難なのでごみ捨てはできず、ヘルパーさんが

２日置きに１時間ほど来ているので、帰りし

なにごみ出しをお願いしているということで

した。仕方なくごみの収集日以外の日に出し

ているそうです。カラスが来るということ

で、大変肩身の狭い思いをされているようで

した。

当市では、６５歳以上の高齢者は８,４６

０人、そのうち、ひとり暮らしの高齢者は

１,０１６人もいらっしゃるそうです。ま

た、老々介護をしている夫婦世帯でも、ごみ

出しに苦労されている世帯もあります。

このような現状を踏まえ、当市において

も、ふれあい収集によるごみの戸別収集が必

要と考えますが、当市の見解を伺います。

以上をもちまして、一般質問を終わりま

す。

（「議事進行」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） １８番。

○１８番（堤 喜一郎君） 今、奥本議員か

ら、前段の部分で、一般質問をしたかったけ

れども、とめられた旨の話がありましたけれ

ども、ＭＧＩの件で。

三沢市議会は、議会運営委員会並びに議会

の申し合わせによって、発言したいのをとめ

るような決まり事は一切していません。

もし、奥本議員が議案に対する質疑がある

とすれば、総括質疑というのがありまして、

それでやればいいし、市政全般にわたるもの

であれば一般質問というのがある。それを議

会事務局が説明をしたのではないかなと思っ

ております。

もう一つは、議会の運営のことについて、

一般質問の場である本会議でやるということ

は、私は、むしろなじまない。違う場所で大

いに議論して、議会のルールをつくっていけ

ばいいことだし、この場で言うこと自体は、

私はルール無視だと逆に申し上げたい。

よって、その発言について、暫時休憩をし

て、審議するべき事項ではないかということ

を申し上げたい。

○議長（馬場騎一君） 今、１８番議員が

言ったとおり、私も冒頭からそう思っていま

した。

それで、今、その審議のために暫時休憩し

ます。

午前１１時４５分 休憩



― 68 ―

────────────────

午後 １時００分 再開

○議長（馬場騎一君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────

◎発言取り消しの申し出

○議長（馬場騎一君） ただいま３番奥本菜

保巳議員から発言の取り消しの申し出があり

ました。

この際、３番奥本菜保巳議員の発言を許し

ます。

○３番（奥本菜保巳君） 私の冒頭の発言に

適切さを欠く表現がございました。取り下げ

させていただきます。大変長時間、申しわけ

ありませんでした。

○議長（馬場騎一君） ３番奥本菜保巳議員

より、本日の会議における発言について、会

議規則第６５条の規定により取り消ししたい

との申し出がありましたので、議長におい

て、これを許可します。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（馬場騎一君） それでは、奥本議員

の質問に対する執行部の答弁を求めます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの奥本議員

さんの御質問のうち、環太平洋戦略的経済連

携協定・ＴＰＰについては私から、その他に

ついては担当部長からお答えをさせますの

で、御了承願いたいと思います。

先日開催されましたＡＰＥＣ首脳会議にお

いて、政府は、ＴＰＰについて関係国との協

議を開始すると、こう表明いたしておりま

す。

仮にＴＰＰに参加することになった場合に

は、全品目の関税を例外なしに完全撤廃する

ことになり、これまで高関税のかけられた米

など、競合する国産品が輸入品に置きかわる

ことで、農林水産業はもとより、その関連産

業を含めた地域産業に対して多大な影響を及

ぼすものと懸念されております。

このため、東北６県の市で組織する東北市

長会が、ＴＰＰの参加について慎重な対応を

するよう国に対して要望したところでありま

す。東北市長会の構成員である当市も同様の

考えを持っております。

御質問の当市におけるＴＰＰ参加による１

次産業への影響についてでありますが、市の

段階で試算できる統計データは整備されてお

りませんが、三沢市統計書の平成１８年度の

調査結果による市内総生産額に占める第１次

産業の割合及び市内農林水産業の算出額等に

ついて御説明いたしたいと思います。

まず、所得ベースである市内総生産額は約

１,６３７億５,０００万円のうち、１次産業

は５％の８３億７,０００万円となってござ

います。

次に、生産額ベースである農業産出額及び

漁獲金額につきましては、総額で約１５１億

円。主なる品目ごとに申し上げますと、畜産

が７７億７,０００万円、野菜が５５億円、

米が５億５,０００万円、芋類３億５,０００

万円、水産が９億１,０００万円などとなっ

ており、これら１次産業に大きな影響を及ぼ

すものと懸念されるわけであります。

このほか市内には、御案内のように、ス

ターゼンミートプロセッサー株式会社やプラ

イフーズ株式会社、第一ブロイラーカンパ

ニーをはじめとする農林水産業に附随する企

業が誘致されておりまして、また、そのほか

に飼料業者や、あるいは農業機具、機械等の

業者など、農林水産業に関する産業に対して

も、ＴＰＰによる影響が出るものと懸念され

るものであります。

このようなことから、当市の基幹産業であ

る農林水産業の維持・発展のために、今後、

ＴＰＰやＦＴＡなど、経済連携交渉の動向や

社会情勢の変化、あるいは農林水産業に対す

る施策の進展を見きわめることが肝要である

と考えてございます。

当市といたしましても、国際社会の枠組み

の中で、持続可能な力強い地域産業とするた

め、安心・安全な農業の確立をはじめ、競争

力の強化などに向け、必要かつ適切な施策を



― 69 ―

講じながら、農林水産業の振興を図ってまい

りたいと、このように考えております。

私からは、以上であります。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） ＮＰＯやボ

ランティア団体への支援についてお答え申し

上げます。

はじめに、ＮＰＯ法人の設立数の推移につ

いてでありますが、当市においては、平成１

５年に最初のＮＰＯ法人が認証されて以来、

徐々にではありますが、増加しており、現

在、八つのＮＰＯ法人が登録されておりま

す。

また、ＮＰＯ法人格は取得していないもの

の、類似の活動をされている団体が１１あり

ます。

今後におきましても、ＮＰＯ法人設立に関

する講座の開催や指導を行いまして、増加に

努めてまいりたいと考えております。

次に、ＮＰＯ法人やボランティア団体等に

対する財政支援についてお答え申し上げま

す。

まず、先ほど議員さんのお話にもございま

したように、ＮＰＯ法人は自立した組織であ

ることから、市では現在のところ直接的な財

政支援は行っておりませんが、まちづくり活

動を推進することを目的として、昨年度から

実施しております協働のまちづくり市民提案

事業を活用していただいている事例はあると

ころであります。

また、各種のボランティア団体に対する支

援につきましては、市で行っている事業はも

とより、国・県等が行う各種支援事業を活用

していただけるよう、関係課を通じた制度説

明などを行いまして、各種地域づくり団体の

方々に活用していただいているところであり

ます。

いずれにしましても、市民、ＮＰＯ等の協

働・連携は、三沢市総合振興計画の重点プラ

ンに掲げる重要な施策であると認識してお

り、今後におきましてもこれらの団体に対す

る支援体制の充実に向けて取り組んでまいり

たいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 御質問の家庭

系ごみの戸別収集についてお答えを申し上げ

ます。

当該取り組みにつきましては、体の不自由

な高齢者や障害者の方が、日常生活の中で、

ごみ収集場所までのごみ出しが困難な場合、

自治体の清掃職員などが戸別に、ごみの収集

とともに、声かけなどによる安否確認もあわ

せて行うというものであります。

現在、当市におきましては、こうした家庭

系ごみの収集は実施しておりませんが、現状

では、支援が必要な高齢者や障害者の方に

は、ホームヘルプサービスの利用により、自

力では困難と思われる行為について、ホーム

ヘルパーが自宅を訪問し、生活援助支援を

行っているところであります。

御質問の取り組みにつきましては、これま

で相談や要請はなかったものの、ひとり暮ら

しの高齢者や体に障害を持った方々の日常生

活の負担の軽減につながるとともに、安否の

確認もできることから、安心・安全なまちづ

くりを進める上で大変有意義な施策であると

考えております。

しかしながら、当市におきましては、家庭

系ごみの収集を委託事業として実施している

状況であり、現行の体制の中で取り組むため

には、ごみの収集のコースや回数、定員数、

守秘義務や財政的な面などさまざま課題があ

り、また、地域ボランティアやＮＰＯなども

担い手として想定されることから、今後、必

要に応じ、関係部門とも調整を図りながら研

究をしてまいりたいと、このように考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ３番。

○３番（奥本菜保巳君） それでは、再質問

させていただきます。２点ほど再質問をいた

します。

ＴＰＰについては、今、市長さんから、元
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全国農業協同組合連合会の会長さんで、大変

プロの、農業を知り尽くしておられる市長さ

んですので、私は、一番よくＴＰＰの問題と

いうのを理解されているのではないかと思っ

ております。

これも先ほど、東北市長会のほうで慎重に

これから対応していくという御答弁でしたけ

れども、きのう、こちらの県議会のほうで、

ＴＰＰ交渉に参加しないよう求める意見書が

可決されております。やはり青森県でも、こ

れは本当に地域の経済にかなりの打撃をこう

むるということで、これは断じて私は阻止し

ていかなければならないことではないかと思

います。

三沢市でも、先ほど説明いただいたように

大変影響があります。第１次産業を一生懸命

頑張っていらっしゃる農業、漁業、また、第

２次産業になりますけれども、スターゼンの

皆さん、加工です。本当に打撃があるもので

すので、慎重に対応するということではな

く、私は県議会にあわせて意見書をしっかり

と出すべきだと思います。これは質問ではあ

りません。

それで、再質問のほうは、ＮＰＯ、市民団

体へのサポート体制について再質問をさせて

いただきます。

三沢市においては、ＮＰＯ、市民団体の皆

さん、本当に熱心に活動されておりますけれ

ども、先ほどの設立数を見ましても、もう少

し活動の範囲を広げてもいいのではないかと

いうふうに感じております。

例えば、ＮＰＯ法人、むつ市の子育て支援

ネットワーク広場というＮＰＯ法人が、病後

児の預かり室「おひさまルーム」を開設した

りとか、弘前では行政や議会をチェックする

市民団体があると。また、全国的に見ると、

高齢者の見守りをする団体もあります。やは

り三沢市でも、まさに協働のまちづくりでは

ありませんが、そのように市民全体でまちづ

くりをするという観点からも、これは必要に

なってくるものですので、サポート体制の充

実が必要だと思います。

そこで、お聞きするのは、ＮＰＯ法人の事

業拡大につながるＰＲ活動の啓発、そして、

継続的に運営できるようなサポート体制、例

えば事業性のアドバイスとか、資金面のアド

バイス、こういった支援体制の相談窓口が必

要ではないかと思うのですが、それについて

質問します。

次に、ふれあい収集について質問いたしま

す。

これは、ホームヘルパーさんが家事サービ

スの一環としてやっていると。この実情・実

態というのを私お聞きしましたところ、ホー

ムヘルパーさんというのはとても安い賃金で

働いています。そういった方々は、事業所

は、すべてではありませんが、ほとんど無報

酬で、ヘルパーさんが仕事に行く前に利用者

さんのところによって、朝、ごみ出しをした

り、もしくは、それができない場合は、日中

１時間の家事サービスの帰りしなに、収集日

ではないのですが、仕方なく出している。も

しくは、町内会長さんが、それはだめだと厳

しいところは、ヘルパーさんが自分の家まで

持って帰っていると。大変苦労されているわ

けです。これは全部、報酬はもらっていない

というのが実態でして、私は、行政のほうで

しっかりと支援していかなければならないも

のだと思っています。

これを事業所の方に話しましたら、やはり

これを私どもではなくて、行政のほうでやっ

てもらえれば本当に助かるのだという話をさ

れていました。

例えばの話ですけれども、市役所の職員の

皆さんが、仕事に行く前に利用者さんの家に

行って、ごみをわざわざ捨ててあげてから来

ると、例えばですよ。ヘルパーさんはそこま

でやっているのですね、報酬なしで。ですか

ら、やはりそういうふうなサポート、支援と

いうものは絶対必要だと思いますので、その

辺もあわせてしっかりと研究していただきた

いということで、その決意をお聞きしたいと

思います。

以上です。
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○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） ＮＰＯ関係

の再質問にお答え申し上げます。

お尋ねは、相談窓口のあり方ということだ

ろうと受けとめたところでございますが、私

ども、これに関しましては、法人の設立のこ

とも含めまして、市の中に、広報広聴課でご

ざいますが、相談窓口を開設しております。

この中で、設立に向けての支援、当然行って

おります。

また、一つには、市内ＮＰＯ法人で組織す

る三沢ＮＰＯ等情報連絡会の事務局も兼ねて

おりまして、この中でＮＰＯの皆さん、そし

てボランティア団体の皆さんとも、さまざま

な面につきまして、意見交換・情報交換をし

ているところでございます。

このようなところを通じまして、今後と

も、議員さん、今お話のありましたことにつ

いての強化を図ってまいりたいと考えており

ます。

○議長（馬場騎一君） 健康福祉部長。

○健康福祉部長（宮古直志君） 奥本議員さ

んの家庭ごみの戸別収集の再質問につきまし

てお答え申し上げます。

実は、介護保険制度では、本人との話し合

いや心身の状況や環境等を把握して、課題を

分析しまして、ケアプランを作成しておりま

す。

訪問介護、介護予防訪問介護により、ホー

ムヘルパーが自宅を訪問して、自力では困難

と思われることにつきまして、生活援助を

行っているというのがその内容でございま

す。その中で、調理や清掃、洗濯、日用品の

買い物等がございまして、日常生活を営むに

当たって必要とするごみ出し等も行っている

ものでございます。

その中で、訪問介護の場合、その支援内容

等によりまして異なりますけれども、ごみ出

しの場合につきましては、その時間帯に合わ

せて訪問いたしまして、ごみ出し以外の支援

等もあわせて行っているということでござい

ます。どうしても異なる曜日・時間でなけれ

ば支援できない事項につきましては、その必

要な時間帯に訪問し、支援を行っているのが

実情でございます。

要介護及び要支援の方に対しましては、よ

りよい支援を提供できるよう、各サービスの

事業所のほうが対応を行っているのが実情で

ございます。

また、これにつきましても、今後また、先

ほど議員さんいろいろとお話のあったことに

つきまして、今、私が話しましたことを踏ま

えまして、さまざまな協議の場でお話しした

いと思っております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 以上で、３番奥本菜

保巳議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

８番太田博之議員の登壇を願います。

○８番（太田博之君） ８番、みさわ未来の

太田博之でございます。

それでは、通告に従いまして、一般質問を

させていただきます。

はじめに、観光問題の１点目、ミス・ビー

ドル号復元機による再現飛行について伺いま

す。

来年、ミス・ビードル号による世界初の太

平洋無着陸横断飛行から８０周年の節目の年

を迎えますが、そのプレイベントとして、本

年９月１９日の三沢基地航空祭において、ミ

ス・ビードル号の復元機による再現飛行、い

わゆるデモフライトを計画いたしましたが、

残念ながら実現には至りませんでした。

まずは、その経緯を、この機会に改めて御

説明いただきたいと思います。

さて、そのような中、来年度こそは、市民

の期待にこたえ、デモフライトが実現できる

ように、現在、準備・検討していることと思

います。

今月の１日には、市民が待ち望んでいたミ

ス・ビードル号復元機が陸路、三沢市の県立

三沢航空科学館に到着をいたしました。私も

当日行ってまいりましたが、トレーラーコン

テナに積まれたミス・ビードル号を見たと
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き、何とも言葉にならない感激と感謝の気持

ちでいっぱいになりました。

これまで、太平洋無着陸横断再現飛行プロ

ジェクトに携わってこられた三沢市民の

方々、とりわけ、ミス・ビードル号復元機の

製作資金を募っていただきましたミス・ビー

ドル号メモリアル飛行実行委員会の皆様、再

現飛行支援組織ファイブアップルの皆様、そ

して、今回の自主的実行組織、ミス・ビード

ルフライト実行委員会の皆様、さらには、姉

妹都市ウェナッチ市民はじめ、復元機の製作

をしていただきましたスピリット・オブ・

ウェナッチのメンバーの方々に、この場をお

かりいたしまして、心から敬意と感謝を申し

上げる次第でございます。

このミス・ビードル号によりますデモフラ

イトは、我が市にとっては一大イベントとな

ります。市長の言う「人とまち みんなで創

る 国際文化都市」創造のためには、格好の

市民行事と言っても過言ではないでしょう。

また、明日４日、東北新幹線全線開通に伴

う青森県の観光イベントの目玉として、大空

のまち三沢を大いにＰＲする機会でもあろう

と考えます。そして、このイベントを市民と

の協働で成功させることは、今後の三沢市の

発展には欠かせない大事業となると考えるの

でございます。

以上、市民との協働という観点から、この

事業について３点お伺いいたします。

まず１点目、再現飛行をどのようなコンセ

プトで取り組んでいくのか、伺います。

また、現状で考えている予算規模がわかれ

ば、明らかにしていただきたいと思います。

２点目、このイベントにかかわる記念事業

や観光客の誘客事業など、市民へ公募し、補

助金を支給する考えがあるか、伺います。

３点目、この８０周年の記念事業の一環と

して、現在、小川原湖の一角に建てられてい

ます太平洋無着陸横断記念碑・翔翼の碑を移

転する考えがあるか聞きます。

このことは、平成１６年第２回定例会にお

いて、当時、三沢市議であった小檜山現青森

県議会議員が同様の質問をしており、当時の

故鈴木市長から、「市民の方々が恐らく今ま

で目に触れない場所にこっそりと建っていた

ようで、あの碑にはお気の毒をしたなという

ふうな気持ちもありますので、いろいろな

方々の目に触れる場所に移設をしたい。今の

ところ、はっきりここということではありま

せんが、淋代に移設をすべく努力をしてまい

りたい」との答弁をしておりますことから、

改めてこの機会に移設する考えがあるのか、

お伺いいたします。

そこで、きょうは議長のお許しをいただき

まして、翔翼の碑の写真をパネルにしてまい

りました。これは、私が写っているのは、こ

の翔翼の碑がいかに大きいものかというのを

披瀝するために写させていただきました。後

ろの方は見えるでしょうか。

これは、１９７１年、太平洋無着陸横断飛

行の４０周年の記念として、当時の市長、小

比類巻富雄氏が建立したものでありまして、

時の青森県知事竹内俊吉氏の名文が揮毫さ

れ、この碑に刻まれております。大変立派な

ものでございます。

それでは、改めまして、次に観光問題の２

点目、廣澤安任のお墓についてであります。

本年は、廣澤安任生誕１８０周年、先人記

念館開館１５周年の記念の年であり、先人記

念館でさまざまな企画展が行われています。

そうした中、廣澤安任のお墓は人知れず存在

しているのであります。

皆さんは、安任のお墓を見たことがあるで

しょうか。これまた、写真をパネルにしてま

いりましたので、ここで御披露したいと思い

ます。これが廣澤安任のお墓でございます。

正面には、廣澤安任の墓というふうに刻まれ

ておりまして、私、身長約１７３センチ、見

ると私より相当大きいので、３メートルを優

に超える大きなお墓でありまして、裏には、

天保元年２月３日生、そしてその横に、明治

２４年２月１日卒、今で言う没ですか、それ

が卒業の卒ということで、このお墓の後ろに

刻まれておるわけでございます。
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現在、高野沢地区の、こちらから道の駅に

向かいますと左手に高野沢の集会所がありま

すが、それから入って大体約３００メートル

ぐらい奥の雑木林の中にひっそりとたたずん

でいるというような状況でございます。

さて、今回この質問を取り上げた理由は、

もう１０年近く前でしょうか、亡くなった父

からこんな話を聞いたからであります。

それは、当時、先人記念館を訪れたお客様

から、「私は会津の人間なんだ。きょう、こ

の先人記念館に来たのを機会に、安任さんの

お墓にお参りをしたいのですが、どこにある

でしょうか」と館の方に尋ねましたところ、

館の担当者がうまく説明をできなかったよう

でありまして、そのときそのお客さんは、こ

んな立派な記念館が建てられているのに、お

墓のことを知らないというのは、ちょっとど

ういうことなのだろうということで、不信感

を持ったという話が父の耳に入りまして、父

と一緒に安任さんのお墓を探しに、見に行っ

たことが一つのきっかけとなっております。

そこで、先日、このことにつきまして、先

人記念館にいろいろとお話を聞いてまいりま

した。担当者の話によりますと、当時のこと

はよくわかりませんが、今でも年間十数人く

らいでしょうか、決して多くはありません

が、同様の質問を受けることがたびたびある

とのことです。そして、現状、お客様には、

先人記念館からお墓までの地図をつくって、

丁寧に説明をしているとのことでありまし

た。

話はかわりますが、先週、大河ドラマ「龍

馬伝」が終了いたしました。まさに、龍馬の

死後、明治政府の参議にも誘われた廣澤安任

でございます。明治９年、当時４６歳の安任

は、わざわざ三沢まで誘いに来てくれた初代

内務卿大久保利通に対して、野にあって国家

に尽くすとして固辞して、この地において畜

産酪農に生涯をささげたのであります。

安任の偉業や功績を思うとき、改めて感謝

の気持ちをあらわしたいと思うことはごく自

然なことだと思うと同時に、その気持ちの一

つのあらわれがお墓参りなのだと思うのであ

ります。

そこで、お伺いいたします。先人たちの功

績に対し、感謝の気持ちをあらわし、敬う心

を育てる意味から、また、観光の視点から

も、廣澤家一族のお墓を先人記念館のある道

の駅・斗南藩記念観光村へ移設する考えがあ

るか、お伺いをしたいと思います。

最後に、教育問題の学校給食における残飯

の減量についてお伺いいたします。

先般、産業建設常任委員会の所管事務調査

で、三沢市食肉処理センターに視察をしてま

いりました。そこでの作業を目の当たりにし

て、心に強く思ったのは、聞きなれた言葉か

もしれませんが、私たちは命をいただき、生

かされているということであります。私たち

の口にするすべてのものは、命そのものなの

だと。

そうした中、三沢市廃棄物減量等推進審議

会の資料について説明をいただく機会がござ

いました。その中で、学校給食の残飯が大量

に発生しているとのことで、とても残念と思

うと同時に、もったいないを通り越しまし

て、このままではいけないなと危機感すら感

じたところでございます。

全国的に、学校給食においてはさまざまな

課題が山積をしてございます。ここで一つ一

つその課題や問題点を挙げることはいたしま

せんが、残飯の問題は、学校教育の中で、食

育など、健康問題や重要な施策であるだけで

はなく、環境問題や財政問題にも精通する大

きな問題なのであります。

そこで、お伺いいたします。学校給食にお

ける残飯の減量について、１点目は、学校給

食のここ３年間の残飯量の推移を伺います。

これは、小中学生１人当たりの数量でお願い

いたします。また、他市との比較があれば、

それもお願いをしたいと存じます。

２点目、残飯の減量化についての当市の取

り組みについて伺います。

最後、３点目、生徒の健康対策、環境対策

等、総合的に、かつ積極的に取り組む考えが
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あるか、お伺いをいたします。

以上で、私の質問を終わります。

○議長（馬場騎一君） ただいまの８番太田

博之議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの太田議員

さんの御質問のうち、観光問題のミス・ビー

ドル号再現飛行についての１点目、再現飛行

をどのようなコンセプトで取り組んでいくの

かについては私から、その他については担当

部長等からお答えをさせますので、御了承願

います。

人類初の太平洋無着陸横断飛行をなし遂げ

たミス・ビードル号の再現飛行は、長きにわ

たる三沢市民の願いでもあります。その願い

をかなえるべく、本年６月、ミス・ビードル

フライト実行委員会が設立され、９月のフラ

イトに向け着々と準備が進められてきました

が、予定されていた米空軍機による輸送が、

軍の事情により不可能となったことから、や

むなく断念をいたしました。

その後、輸送方法を見直し、当市への輸送

が実現し、現在は県立三沢航空科学館にて組

み立て作業を行い、完成後は同館にて一般公

開を行うことにいたしております。

来年は、お話がございましたように、太平

洋無着陸横断飛行８０周年、さらに、ウェ

ナッチ市との姉妹都市締結３０周年、東ウェ

ナッチ市とは１０周年を迎える、まさに節目

の年であります。この大きな節目の年に再現

飛行を実施できますことは、市民の皆様はも

とより、県内外の方々にミス・ビードル号の

技術を知っていただく絶好の機会と考えてお

ります。

それは、２人の米国人パイロットが残した

歴史的偉業にとどまらず、彼らを成功へと導

いた当時の三沢村村民の見返りを求めない奉

仕の心、そして、そのとうとい精神が脈々と

受け継がれ、今日、良好な日米関係を築き、

活発な国際交流事業が展開されているという

事実があると思います。

ミス・ビードル号復元機による再現飛行

は、これらの事実を後世に伝えていくことに

より、子供から大人まで多くの市民の皆様

が、ふるさと三沢市に誇りと愛着を持ち、ひ

いては三沢市の基本理念であります「人とま

ち みんなで創る 国際文化都市」の建設に

寄与するものと考えております。

なお、予算等については、この議会で御決

定をいただきました１,２００万円と、その

ほか寄附等を合わせまして２,３００万円の

予算を持っております。具体的な事業計画等

については、これから考えたいと思います。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 続きまし

て、御質問の２点目でございます三沢市民へ

の記念事業や観光誘客事業等を公募し、補助

金を支給する考えがあるかについてお答え申

し上げます。

復元機の誘致と大空のまち三沢を全国へ発

信することを目的に設立されましたミス・

ビードルフライト実行委員会は、連合町内会

や農業協同組合、漁業協同組合、商工会な

ど、三沢市内で活動する２７の民間団体をは

じめといたしまして、三沢市、三沢市議会、

米軍三沢基地、航空自衛隊三沢基地などで組

織され、復元機の誘致、そして、復元機に関

連する記念事業等の実施を主な事業としてお

ります。

したがいまして、今後は、この実行委員会

の中で、復元機の飛行を含めた記念事業の計

画づくりが進められていくものと思われます

が、市民及び市内小中学校等にも協力を呼び

かけ、多くの市民が参加でき、三沢市全体の

活性化、ひいては観光客の誘致につながるよ

うなさまざまな企画やイベントが実施される

ものと考えております。

私からは、以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 経済部長。

○経済部長（米田光一郎君） 御質問のう

ち、翔翼の碑を移設する考えがあるか、及び

廣澤安任のお墓を斗南藩記念観光村へ移設す
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る考えがあるか、以上の２点についてお答え

申し上げます。

御質問の観光問題のミス・ビードル号再現

飛行についての３点目、太平洋無着陸横断飛

行記念碑・翔翼の碑につきましてお答え申し

上げます。

翔翼の碑は、昭和４６年に太平洋無着陸横

断飛行４０周年を記念して、市が小川原湖畔

の高台に建てたものであり、大きな一枚岩の

両側に、当時の小比類巻市長並びに竹内県知

事の碑文を刻んだプレートをはめ込んだつく

りとなっております。

記念碑が建っている場所は、温泉浴場のあ

る老人福祉センターから遊歩道で結ばれてい

るほか、三沢市観光協会の事務所のあるレイ

クピアの付近からも翔翼の碑に至る歩道がつ

いておりますが、残念ながら、現在ここを訪

れる人の数は少ないものと認識しておりま

す。

これまで移設につきまして検討してまいり

ましたが、翔翼の碑の建設が計画された際

に、設置場所を選定した経緯として、淋代海

岸には、既に太平洋無着陸横断飛行３０周年

のときに建てられた記念碑があったこと。４

０周年当時は、これから小川原湖畔を市民の

森とすべく整備を進めようとしていた時期で

あり、将来、多くの市民や観光客でにぎわう

こととなるであろう三沢市民の森中心部の小

川原湖を一望できる高台に記念碑を建立する

ことにより、太平洋無着陸横断飛行を永遠に

たたえたいという当時の市民の熱い思いが込

められての設置であったと伺っております。

つまり、記念碑は、観光振興に期待する当

時の三沢市民の熱い思いをも背負って湖畔に

建っております。よって、このような歴史的

経緯、さらには、技術的な観点から一度移設

を断念したという経緯、これらを踏まえまし

て、現在のところ移設する考えはございませ

ん。

次に、観光問題の２点目、廣澤安任のお墓

についてお答えいたします。

廣澤安任のお墓につきましては、高野沢町

内の奥にあり、案内板もないことから、場所

を知らない人が探し当てることは困難であり

ます。

廣澤安任は、当市にゆかりのある傑出した

偉人であり、御子孫より土地と遺品を寄贈い

ただいたこともあって、市では、斗南藩記念

観光村及び先人記念館を整備し、安任の功績

を内外に発信しながら、あわせて観光の振興

に活用しているところであります。

故人のお墓が観光資源となっている例もあ

ることから、廣澤安任のお墓を斗南藩記念観

光村内へ移設した場合、観光振興につながる

とは思います。しかしながら、仮に偉業をた

たえ、敬う心を育てるという目的を第一に掲

げたとしても、個人所有のお墓を移動させる

ことについて、市のほうから働きかけること

については差し控えたいと考えております。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 議員さん御質問の

教育問題、学校給食における残飯の減量につ

いてお答えいたします。

御質問の１点目、ここ３年間の１人当たり

の年間の残飯から汁を除いた残渣の推移につ

いてでございますが、平成１９年度は２０.

８キログラム、平成２０年度は１５.７キロ

グラム、平成２１年度は１３.６キログラム

となっております。

ちなみに、十和田市の過去２年間の推移で

すが、平成２０年度は１１.８キログラム、

平成２１年度は１０.９キログラムとなって

おり、比較しますと、残渣の量としては、１

人当たり３キログラム程度当市のほうが上

回っておりますが、年々減少傾向にあるとい

うことは、両市ともに共通しているところで

ございます。

次に、御質問の２点目、残飯の減量化につ

いての当市の取り組みについてでございます

が、その日の給食から出る全学年の残渣量か

ら、子供たちの嗜好が和食系よりも洋食系へ

と傾向があらわれており、１人当たり約６０

０グラムの給食のうち、めん類やカレーの日

など少ない日で、児童生徒１人当たり約３０
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グラムから、和食系の日など多い日で、児童

生徒１人当たり約９０グラムの食べ残しがあ

り、この処理方法としては、事業系一般廃棄

物として清掃センターにおいて焼却処分して

おります。

年間の全体残渣処分の量を申し上げます

と、平成１９年度で約９２トン、市全体の事

業系一般廃棄物に占める割合が１.８％、平

成２０年度では約６８トン、市全体の事業系

一般廃棄物に占める割合は１.３％、平成２

１年度で約５８トン、市全体の事業系一般廃

棄物に占める割合は１.２％と推移しており

ます。

議員さん御承知のとおり、昨今、子供たち

の食生活においては、栄養の偏り及び不規則

な食生活、生活習慣病の増加などか課題と

なっております。生徒の健康対策としての観

点から、何よりも食が重要であるととらえ、

食育を知育・徳育及び体育の基礎となるべき

ものと位置づけ、栄養士が学校現場へ出向

き、給食時の食の指導や食育活動としての出

前講座等を行ってきております。

一方、学校においては、一例ですが、平成

２０年１０月に、給食センターから、三沢小

学校の食べ残しが市内で一番多いと指摘され

たため、学内の児童会・ＰＴＡ主催による松

の子すこやか会議で食事を取り上げ、児童み

ずからが給食の食べ残しについて調査し、食

事の大切さを考える学習発表会が開かれまし

た。栄養士からの呼びかけもあり、テーマは

「頭で食べて、心で食べて、減らそう残

食」。児童たちは、発表を通して成長に必要

な栄養のバランスが計算されている給食の大

切さを再確認し、それ以降、三沢小学校の食

べ残しが減少していったという事例がござい

ます。

こうした食に関する出前授業等を地道に続

けていることにより、子供たちの食に対する

理解が深まること。ひいては、食べ残しの減

少に寄与するものと考えており、今後も継続

していきたいと考えております。

次に、御質問の３点目、生徒の健康対策、

環境対策等、総合的に、かつ積極的に取り組

む考えがあるかについては、学校給食におい

ては育ち盛りの子供たちの栄養バランスを考

慮し、毎日の残渣のデータをもとにし、献立

の工夫等により、食べ残しがないようなメ

ニューの工夫も含め、子供たちの健康対策に

努めてまいりたいと考えております。

また、各家庭に対しても、学校給食の食べ

残しの実態について認識していただくため、

日ごろ子供たちが食べている学校給食を保護

者の皆様に体験してもらい、アンケートをと

るなどして、給食への理解を深めているとこ

ろでございます。

今後は、毎月発行している給食の献立表の

中に、毎月の残渣の量を掲載し、学校と家庭

の連携の中で、ごみ減少に向けて、家庭の中

で親子で考える環境対策並びに健康対策等に

も取り組んでまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ８番。

○８番（太田博之君） それでは、４点ほど

再質問をさせていただきます。

まず、ミス・ビードル号の再現飛行の質問

の２点目ですが、市民からそういう事業を公

募して予算をつけることはないかというとこ

ろに関しての答弁では、フライト実行委員会

が２７団体の方々が集約されていて、そこの

中で事業を進めていくのだと。さらには、小

中学校をはじめ、そういった子供たちにもか

かわってもらって、全体的に活性化あふれる

事業が展開されると思うということの答弁

だったと思います。

予算はいいです。活性化されるような事業

が展開されると思う、だろう、希望的な、そ

ういう観測的な答弁だったような気がするの

です。

私は、この質問の趣旨は、いかに市民の皆

さんと一緒に８０周年を祝うか、どう市民を

巻き込んでいくか、それが行政なのか、フラ

イト実行委員会なのか、教育委員会なのか、

さまざまな視点からの情報交換なりでいくと

思うのですけれども、どうも先ほどの部長の
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あれだと、黙っていても市民はわんわんやっ

てくれるのだと。そうだと思いますよ、私

も。

ただ、それをただ待っているのではなく

て、政策としてきちんと、こういう方向づ

け、こういう位置づけの中から、いろいろな

学校に話しかけていくのだと、こういう団体

に問いかけていくのだという、やはり巻き込

む手段・方法といったものを今持っていな

かったら、私は、あっと言う間に日時がたっ

てしまうような気がするのですね。

やはり市民と一緒に盛り上がっていく。市

制５０周年のときも、ちょっとした缶バッジ

を皆さんでつけていたではないですか、議会

も。ああいう一つの手法を持つことによっ

て、目的を共有できたりとか、さまざまな、

そういうちょっとした、お金をかけない方向

づけといったものを、私は何とかそういった

市民のアイデアとか、そういうところから学

ぶところはあるのではないかなというふうに

思っていますので、その辺のところをもう一

度御検討いただいて、お答えをいただきたい

と思います。

２点目、翔翼の碑の移設に関してですが、

あれだけの大きいものですし、先ほど部長さ

んが答弁したとおり、設置した経緯がちゃん

と歴史上に残っているのだと思うのです。で

すから私は、これもそのとおりだなというふ

うに思います。

この質問の趣旨は、小檜山さんがああいっ

た形で、中途半端というか、その後どういう

形になったのかわからなかったので、この機

会に一度整理したいということと、先ほどの

答弁にもありましたが、市民の森のほうから

来ると、車でも行けるのです。私、実は、最

初は歩いていって、寒くてとんでもないなっ

て、２回目に写真を撮りに行ったときは車で

行きました。大体７００メートルぐらいあり

ます。そして、ちょっと行かないと看板も何

もないのです。

ですから、私は、今は三沢市民はだれも知

らないようなところになってしまっているの

ですよ。ですから、せめて、こちらにこうい

う碑がありますよという案内ぐらいは、私は

碑の名誉にかけて、先ほど部長が言った、そ

の当時の市民の熱い思いが入っているのだっ

たら、それはきちんと案内看板をつけるな

り、それは必要最低限なのかなと。聞かれた

ことに答えて、その改善策が出てこないとい

うのは、私は大変寂しい。

それともう１点、レイクピアのほうから

も、私たちが子供のころは、あれは走って上

がりましたよ。今、通行どめになっているの

ですよ、あれは常時。冬期間だけではないで

すよ、ずっと夏も立入禁止になっているので

す。ですから、せめて、指定管理者をとって

いる観光協会にお願いをして、この８０周年

を機会に、あそこをもう一度歩いていけるよ

うな形、そして、小川原湖からも看板を立て

て、これだけの先人たちが記念碑という形で

建立しているわけですから、ぜひともそう

いったものもあわせて、私は答弁の中に織り

込んでほしいなと思うのですけれども、今現

状でできる、お金をかけなくてもできる、い

わゆる市民の皆様にきちんと目に届くような

施策を打てるかどうか、これをお伺いしたい

と思います。

３点目、同じ観光問題の安任さんのお墓の

件でございます。

私も大分調べました。政教分離ということ

もありますし、個人の資産を行政が動かすな

んて、これはやっぱり大変難しいことだと思

います。

ただ、今、ここ数年、大河ドラマなんかの

ストリーが終わった最後に、そのときに流れ

たストリーのゆかりの地みたいなのが後半に

出るではないですか。アクセスが紹介され

て、何駅からバスに乗って何分、そこに行く

とこれがあるとかって。そこにお墓が結構出

てくるのですよね。やはり日本人とすれば、

お墓で手を合わせるだけで、いろいろな思い

がある。

今、若い人は、パワースポットといって、

先ほどの翔翼の碑とか、ああいうお墓に行っ
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てパワーをもらうというのが大変ブームに

なっていて、若い人たちが、そういう遺跡だ

とかお墓参りをしているという情報もありま

す。

そうなったときに、先ほど言ったような、

行政としては無理であれば、市長の言う市民

本位の政治、行政ができることは行政がや

る、行政ができないことは民間にやってもら

う。そうなったときに、やはりあれだけの資

料を寄贈されて、あれだけの広大な土地を寄

贈されて、今の先人記念館、斗南藩記念観光

村があるわけです。であれば、行政として

の、いわゆる事業としてはできないけれど

も、一つのそういった責任とは言いませんけ

れども、かかわり合いの中で、地域の人たち

とか、そういったまつわる人たちに行政のほ

うからお声をかけていただいて、何かそうい

う民間でできはしないかと。

私は、せめてあの入り口のところに、こち

らにお墓がありますよと。ちょっと入るとこ

ろも、けもの道になってしまってあれなので

すけれども、ちょっと砂利をその地域の人た

ちに敷いていただけるだけでも、全然違うの

かなというふうに思っているのですね。

ですから私は、行政でできないのは十分

知っているのです。ただ、今回も、先ほどの

８０周年のミス・ビードル号ではありません

けれども、生誕１８０年、今後、１９０年、

２００年という時を重ねる中において、どこ

かでやっぱり今のままではいけないと思って

いる方が多分いっぱいいらっしゃると思うの

です。それは、まさに先人たちの功績をたた

える部分でも、我々三沢に住む者たちの一つ

のやらなければならないこともあるのではな

いかと私は思います。

もう一言つけ加えさせていただきますと、

この質問をするに当たって、偶然がかなり重

なっているのです。私もちょっとびっくりし

たのですけれども、先人記念館に、今は１８

０周年記念展示会やっているのですけれど

も、その中に、あのお墓のいわゆる移設の許

可証がちゃんと今回飾られています。私も

びっくりしました。昭和１７年に、今のお墓

というところで新たに設置する文書を出して

いるのですね。それが今回展示されていま

す。

また、廣澤家の方々に、やはりこういう質

問をするという部分で、勝手にするというの

もなんだったので、何とか連絡をとりたいと

いうことだったのですけれども、実は１日

に、廣澤安任さんの息子さんのその息子さ

ん、ですから３代目、春彦さんの三男さん、

末任さん、この方が記念館に来るということ

で、３０分ほどですけれども、お話をさせて

いただきました。

まさにそういった形で、東京に住んでい

らっしゃいますけれども、いまだにこちらに

来てお墓参りをしながら、この地域の方々と

まだそういったおつき合いをさせていただい

ている、連携があるということなので、ぜひ

とも、さっき言ったように、行政できること

は行政でやってもらう、できないものは民間

に、そういった一つの働きかけをすること自

体は、私は間違っていないのではないかなと

思いますので、ぜひともその辺も含めて、も

う一度御答弁をいただきたいと思います。

最後に、再質問の４点目ですが、給食の問

題です。

先ほど１人当たりの１カ月の残飯量、１９

年が２０.８キログラム、２０年が１５.７キ

ログラム、２１年が１３.６キログラム、こ

れは残念ながら、聞いたところによります

と、小学校と中学校と、当時、分けてほしい

ということだったのですけれども、分けられ

なかったものですから、小学校が残滓が多い

のか、中学校が多いのかちょっとわかりませ

んけれども、いずれにしても、少なくはなっ

てきていますと。全体的な一般廃棄物に占め

る割合も間違いなく減っています。

さらに、余り言いたくないですけれども、

十和田よりも３キログラム多いというのも、

これは改善の余地があるのかなと。

しかし、先ほど教育長からの答弁の中で、

さまざまな方策をとっていらっしゃる。私は
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すばらしいことだと思いました。

また、来月からは、残滓の量をメニューの

中に入れて、家庭と学校がきちんと連携をと

りながら、この問題に取り組む。私は大変す

ばらしいと思います。

減らす減らすと言っても、いつまでにどれ

だけ減らすというのが大事だと思うのです。

ただ漠然に、少しずつ減っているからいいと

かではなくて。

実は、廃棄物の審議会、これは答申を出し

て、目的数値を持っているのですね、何年度

までに何キログラムと。その部分に関して

は、やはり行政がかかわり、教育委員会が、

この学校給食、本来はゼロが一番いいです

よ。だけど、そうもいかない。だけど、これ

をその目標年度までに、いわゆる何キログラ

ムにするという部分からすると、例えば、一

般廃棄物の量に対する割合が１.２％まで下

がってきているわけです。これを０.５％ま

でにするとか、いわゆる一般の方々にも、先

ほど言ったように、学校、家庭が連携しなが

ら一緒にやったことによって、２１年度対比

１.２％が０.５％に下がるまで頑張りましょ

うという目標設定をする中で、１年１年の進

捗状況もお互いに確認できますし、一つの目

標につながること、また、達成することに

よっての事業の思い入れというのも多分違う

と思うのです。ぜひともここは、民生部と連

携をとりながら、一般廃棄物の学校給食にか

かわる割合に目標数値を出していただいて、

御検討いただきたいと思うのですが、その点

について再度答弁をいただきたいと思いま

す。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 観光問題の

再質問にお答え申し上げます。

まず最初に、私の先ほどの答弁は、さまざ

まな企画やイベントが実施されるものと考え

ておりますということの答弁でございました

が、これは余り無責任ではないのかなという

意味の質問かと私は受けとめたところでござ

いますが、なぜこのような表現にしたかと申

しますと、議員さんもたびたびお話しされて

おりましたように、ミス・ビードルフライト

実行委員会が設立されまして、第一義的に

は、この中でいろいろなプランがされて実行

されるという観点から、そういう表現にさせ

ていただいたものでございます。

その上で、お答え申し上げますけれども、

先ほど市長の答弁にも触れていたところであ

りますが、ミス・ビードル号の太平洋無着陸

横断飛行というのは、三沢市にとっては、大

空のまちづくりや、それから国際交流の実

現、さらには日米交流というものを促進して

おるところでございますが、まさにコアであ

り、また、見方を変えれば、ほかにない極め

て大きい可能性を秘めた財産であると私は考

えております。

さらに、これも先ほど議員さんから御紹介

ありましたように、先日、三沢航空科学館に

おさめられました、到着しましたミス・ビー

ドル号の復元機につきましても、たくさんの

団体、個人から多くの浄財をもって製作され

たものでございます。

私どもは、こういうことを大事にしなが

ら、やはりこれまた、先ほど議員さんもお話

しされておりましたように、行政でなければ

できないもの、あるいは民間、市民ができる

ものはきちっと峻別しながら、三沢市にとっ

ては非常に大事な事業を盛り上げていきたい

と、そういう意味で私は答弁申し上げたもの

でございますので、御理解のほどをよろしく

お願い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） 経済部長。

○経済部長（米田光一郎君） 再質問の２

点、翔翼の碑の件と廣澤安任のお墓の件につ

いてお答え申し上げます。

整備の件につきまして、せっかくの記念碑

ですから、看板を立てたり、整備等をしてみ

たらどうかということでありますが、これは

ぜひとも検討してみたいと思っております。

御質問があった時点から、現地に職員が赴い

て、何が問題になっているのか等も検討して
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おります。

先ほど再質問の中でお話がございましたレ

イクピアからの上り口、あそこは以前、自転

車で進入して非常に危険な場面が多々あった

ということで、現在、チェーンで進入できな

いような措置をとっておりますが、今後、こ

こから歩いていけるように、バリケードの工

夫の仕方とか、翔翼の碑があることを示す看

板の設置等の検討をしてまいりたいと考えて

おります。

さらに、建っている場所ですけれども、現

在、保安林の指定を受けておりまして、伐採

の許可がなかなか難しい、県の許可も取らな

ければならないということでありますが、保

安林でありましても、枝打ちとか間伐などは

所有者が自由にできますので、そういうこと

を検討してまいりたいと考えております。

次に、廣澤安任のお墓のことですが、以

前、お墓について、議員さんの質問にもあり

ましたが、お墓参りしたいという人が結構来

るものですから、先人記念館の職員が御遺族

の方に、どういうふうにしたらいいのだろう

とお話をしたことがございます。

お墓について、廣澤家では、ひっそりとし

ていてほしいと。観光客とかゆかりの方がど

うしても言うなら、場所を教えるのは差し支

えないのですが、積極的に場所を御案内する

とか、パンフレットに載せるようなことはや

めてほしいと、そういう意向を確認しており

ますので、市のほうでは、これ以上やらない

という答弁になりました。

ただ、民間の方も巻き込んで、御遺族の方

も違う意向を示した場合は、御協力に行政が

携わることはやぶさかではございません。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 給食問題の再質問

にお答えします。

結論から言いますと、平成２２年度は、前

年度１０％減を目標としています。よって、

平成２１年の１人当たりの量が１３.６キロ

グラムなので、平成２２年では約１２.２キ

ログラム、全体で約５２トンを目標とした

い。最終的には、１人当たり１０キログラ

ム、全体で約４３トンを目指したいなと、こ

う思っています。

一応、根拠といたしまして、これは地域、

特に家庭と融合して進めないといけない、こ

こについて１点お話し申し上げます。

教育、つまり人間教育と考えていただけれ

ば、家庭教育、社会教育、学校教育にくくる

ことができると思います。

家庭教育は、しつけと食育等を含めた生活

のあり方、生き方の教育、社会教育は、社会

全般における規範意識や、例えば環境対策等

の規則、社会のルールやマナーの教育、学校

教育は、学習、命の管理を中心とした、知・

徳・体のバランスのとれた教育であると思い

ます。

現在は、子供を健全に立派に育成するため

には、学校教育だけでは、観点によってはで

きない分野もあります。このようなことか

ら、特に食育に関しては、社会的な残飯処理

を含めた問題に対しても、環境問題または健

康問題等、取り組みについては、学校への家

庭力または地域力の協力と支援が必要とされ

ています。

よって、今現在実施している学校へ保護者

の方をお招きして、一緒に給食を食べていた

だく、そういうような中で、家庭においても

洋食系が非常に多いということで、バランス

のとれた食事を家庭でもとっていただきたい

と。そういうような根拠がまず一つございま

す。つまり、学校と家庭が連携から融合する

という観点でございます。

それから、もう一つの観点でございます。

先ほど十和田の例を出しました。十和田は、

調べてみますと、和食系、洋食系がほぼ同じ

ぐらいの残渣率なのです。三沢市を見てみま

すと、都市部は、ほとんど残るのは和食系の

ときが多いのです。というのは、ふだんの生

活の中で洋食系の食事が中心になっている。

郡部については差はございません。逆に、例

えば和食系、献立メニューから簡単に言いま
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すと、サバのみそ煮等は非常に評判がよろし

いです。こういうふうな地域の文化、地域差

ということもやはりあると思います。

このような観点から、給食センター、また

はこの活動を通して、先般は三川目小学校

で、きのう、弁当をつくるということで、ま

ず学校でつくる、１週間後に、今度は手弁当

を持ってくる。やはり中身を見てみますと、

和食、洋食のバランスが非常にいい。こうい

うようなこともございますので、何とか御支

援、御理解を賜って、逆に言えば、これは協

力していただくというような運動にしていた

だきたいなと思います。ひとつよろしくお願

い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） 太田議員、残り７分

か８分ですから、簡潔に、答弁もよろしくお

願いします。

８番。

○８番（太田博之君） 答弁ありがとうござ

いました。

それで、１点だけ。政策財政部長が今、

ビードル号の一般の方々の事業については十

分理解いたしました。

ただ、どうしても、何かおやじだけが盛り

上がっているような気がしてならないのです

よ。やはり何というのですか、どこかＰＲの

ような気がするのですよ。

ですから、私は、これから、航空科学館で

も一般展示がありました。東奥日報の１面に

も写真入りで載るなり、やっぱり我々が考え

ている地域の人以外の、いわゆる市外の方、

県外の方、航空祭ファンの方々、すごくミ

ス・ビードル号のデモフライトを期待してい

るのですよね。その中で、どこか三沢市の盛

り上がり自体のＰＲがちょっと欠けているよ

うな気がするのですよ。

ですから、市民の皆様に、一緒になって

やっていく一つのＰＲの手段として私は一つ

提案したいのは、ツイッターをやったらいか

がかなと思うのですよ。これは、十和田市も

八戸市も、むつ市も、県も、みんなツイッ

ターをやっています。実は私も９月から始め

たのですけれども、このツイッターは侮れな

いですよ。なかなか情報が早くて、各課みん

な持っている市もあります。お金はかかりま

せんので、ぜひツイッターを一つのビードル

の、いわゆる全国にファンがいっぱいいるわ

けですから、そういった意味からすると、お

金がかからなくて、私は有効な手段だと思う

のですが、御検討いただけますか。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 観光問題の

再々質問にお答え申し上げます。

ただいま貴重な御提案をいただきました。

ありがたくお受けしまして、早速、実行委員

会でお諮りをしながら、ぜひとも実現をして

まいりたいと思います。ありがとうございま

した。

○議長（馬場騎一君） 以上で、８番太田博

之議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

１０番堀光雄議員の登壇を願います。

○１０番（堀 光雄君） 一般質問の２日

目、最後になりました。みさわ未来の堀光雄

です。通告に基づき、財政問題、公共交通問

題、そして、スポーツ問題の３件についてお

尋ねをいたします。

最初に、財政問題についてお伺いいたしま

す。

私は、市議会議員に就任以来、これまで一

貫して、市政の発展と市民の生活の安定に

は、何よりも持続可能な市財政の確立が基本

であるとの信念から、たびたび取り上げてま

いりました。

さて、長引く経済不況による税収の落ち込

み、国の三位一体改革による地方交付税の削

減等に伴い、我々の地方自治体を取り巻く財

政は大変に厳しい状況に陥っていることは御

承知のとおりであります。

また一方で、北海道夕張市の財政破綻によ

り、市民の財政に対する関心も高まりを見せ

ております。

国では、平成１９年に地方公共団体の財政

の健全化に関する法律、いわゆる健全化法を
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制定し、一定の基準値を設けて、地方自治体

を指導・監督し、また、公表することを求め

ており、現に昨年度、執行部から我々市議会

に対し報告があったことは、まだ記憶に新し

いところであります。

執行部におかれましても、三沢市総合振興

計画の中で、行財政改革の推進を大きく位置

づけを行い、これまで大変な御苦労をされな

がら、鋭意取り組みされていることは私も承

知しているところであります。

いずれにしましても、健全財政維持への取

り組みは、喫緊かつ休むことのできない課題

であることは言うまでもないことでありま

す。

私は、種市市政下において、新病院建設事

業をはじめとする大型事業が多い中で、選択

と集中の方針のもと、着実にその歩みを進め

る一方で、公債費比率が改善されつつあるこ

とや、基金の積み増しが行われていることを

見るに、一定の評価をするものであります

が、しかし、このことは、今後とも手を緩め

ることなく、常に緊張感を持って財政運営に

当たらなければならないものであります。

そこで、お伺いします。今後、財政運営と

予算執行をどのようにとらえ、中長期的視野

に立ち、力みなぎる三沢市、つまり、まちづ

くりを構築しようと考えているのか、当局の

御所見をお伺いいたします。

次に、公共交通問題として、バス路線の再

編とコミュニティバスについてお伺いいたし

ます。

バス路線の再編とコミュニティバスの運行

については、去る本年６月の第２回本議会定

例会において、公共交通に関する奥本議員か

らの一般質問に対し、執行部からは、新市立

三沢病院へのアクセスについては「１００円

バスを含めた市内全域におけるバス路線の再

編とともに、三沢駅、中心市街地、新市立三

沢病院との接続性に配慮した利便性の高い

ルートやダイヤの設定により」新病院のアク

セスに「一定本数のバスの運行を確保するた

め、現在、基本ルートの検討に鋭意取り組ん

でいる」との答弁がなされたところでありま

すが、その検討の結果が、去る１１月８日か

ら実証運行が開始された三沢市における新し

いコミュニティバス路線であろうと認識いた

しているところであります。

このコミュニティバス路線としては、市立

病院を起・終点とするビードル線、北浜木崎

野線、さらに、三沢駅と三沢空港を結ぶ岡三

沢線、また、大津前平地区と三沢駅を結ぶ大

津前平線、以上、五つの路線が運行されるこ

ととなりましたが、北浜木崎野線について

は、八幡、塩釜、六ヶ所村平沼を発着とする

三つの系統が運行されております。さらに、

ビードル線については、それぞれＢバリ通り

経由と堀口経由の二つの系統がありますの

で、実質的には７路線１３系統となり、非常

に複雑多岐な路線の組み合わせになっており

ます。

それだけに、路線の再編に当たっては、市

の担当者のみならず、三沢市地域公共交通会

議の各委員、バス事業者など、関係者の方々

の御苦労も少なくなかったものと察するとこ

ろであります。

このような中で、実際に運行が始まったコ

ミュニティバスの路線やダイヤを見てみます

と、人口が密集している中心市街地において

は、各方面からのバスを市役所、公会堂前経

由とすることにより、新病院行きのバス本数

を一定程度確保しているほか、各バス停にお

けるバスの発着時刻についても等間隔でのダ

イヤが設定されており、バス路線再編に当

たっての苦心の跡がうかがわれるところであ

ります。

一方で、従前からの十和田観光電鉄のバス

路線である三沢－百石線については、今回の

コミュニティバスの路線再編の対象とはなっ

ておらず、沿線の三川目地区や鹿中地区な

ど、東部地区の住民にとっては、市街地を大

きく迂回した上で、市役所、公会堂前のバス

停での乗り継ぎをしなければならず、大変不

便な状況となっております。

また、大津四川目線改め大津前平線につい
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ては、朝一番のバス、新病院経由が確保され

ているものの、昼間の時間帯については減便

となっており、当該路線については、むしろ

利便性が低下しているところであります。

このように見てみますと、利便性の高いダ

イヤと、ルート設定という点においては、評

価できる面と評価しがたい面があるものと考

えられるところであり、とりわけバスに頼ら

ざるを得ない地域住民の多くにとっては、な

ぜ今回のような路線再編となったのか、理解

しがたい面もあろうかと思うところでありま

す。

このようなことから、今回のバス路線にお

いて、具体的にどのような考え方に基づいて

検討を行い、今回のコミュニティバス路線と

なったのかをお伺いいたします。

最後に、スポーツ問題についてでありま

す。

人づくりの基本は、言うまでもなく心身と

もに健全であることは自明の理であります。

その健全な人づくりを実現する一つの手段と

して、スポーツの果たす役割は大きなものが

あります。

特に、近年は、チャンピオンスポーツにこ

だわらない、気軽に楽しむことを目的にした

ものなど、子供からお年寄りまで幅広く行わ

れている実情を見るに、私は、ほほ笑ましく

もすばらしいことであると感じているところ

であります。

さて、三沢市では、かつて三沢高校が甲子

園で感動的な大活躍したことを契機に、子供

から大人まで幅広く野球を行う市民が多くあ

りました。今では小学生や中学生による少年

野球大会では、毎年のように優秀な成績を上

げる活躍ぶりであります。また、まだ記憶に

新しいところでは、三沢商業高校が甲子園に

出場を果たすなど、県内でも有数の野球地帯

であります。

このような中で、当市では、三沢空港隣の

市民運動広場と市民の森の二つの野球場があ

り、かなりの使用がなされていると聞き及ん

でいるところであります。

しかしながら、私自身もたびたびの市民の

声として直接聞いていることは、施設が古く

傷んでいる、公式大会ができない、グラウン

ドコンディションがよくない、駐車場が不足

であるなどなどであります。野球のまち三沢

としては、不満を持つ市民が多いのではない

でしょうか。

このようなことを踏まえ、次の２点につい

て伺います。

まず、野球場の施設等の実態と改善点等に

ついて。

２点目として、仮に先ほど申し上げたよう

な問題があろうとするならば、その対策につ

いて、市当局の所見をお伺いいたします。

以上の２件について、御答弁のほどをよろ

しくお願いいたします。

以上で、私の質問を終わります。御清聴あ

りがとうございました。

○議長（馬場騎一君） ただいまの１０番堀

光雄議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの堀議員さ

んの御質問のうち、行財政改革については私

から、その他については担当部長等からお答

えをさせますので、御了承願いたいと存じま

す。

国、地方を取り巻く状況は、景気の低迷や

雇用情勢の悪化などにより、所得、雇用環境

は依然として厳しい状況が続いているところ

であります。

また、国の制度の大幅な転換や各種施策の

制度変更等により、財源の見通しが明らかに

されない状況であります。

このような中、当市の財政状況につきまし

ては、これまでも行財政改革の推進を図り、

財政の健全化に向け、少しずつではあります

が、着実に前進しているものと考えておりま

す。

しかしながら、今後も市税等の自主財源や

地方交付税を含む依存財源においても大幅な

増加を見込むことができず、先々の見通しが
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極めて不透明となっていることなどから、依

然として厳しい財政環境に置かれているもの

と認識をいたしております。

現在、当市では、御承知のとおり、平成２

０年度からスタートした三沢市総合振興計画

の着実な推進を図るべく、社会情勢の変化に

的確に対応しながら、大幅な財源不足が生じ

ないように歳入歳出を調整し、収支均衡のも

と各施策を推進しているところであります。

今後、三沢市総合振興計画を前期計画から

後期計画へと移行する上での財政運営につき

ましては、これまでの行政改革の取り組みの

方向性を継続する中で、引き続き行政経営シ

ステムに基づき、事務事業評価や、そしてま

た、施策評価の結果を的確に予算に反映させ

るとともに、行財政改革との一体的な取り組

みを実施してまいりたいと思います。

また、中長期的な視野で、将来世代の持続

可能な財政構造の確立を目指し、今まで以上

に国による地方財政制度等の改正動向を注視

しながら、的確な情報収集を行うとともに、

財政健全化法による財政指標の推移を見きわ

めながら、三沢市総合振興計画の基本理念に

のっとり健全な財政運営の確保を図ってまい

りたいと、このように考えております。

私からは、以上であります。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 地域公共交

通問題としてのバス路線の再編に関する御質

問にお答え申し上げます。

はじめに、三沢市コミュニティバスの運行

に伴いまして、路線再編の対象となっていな

い路線があるとの御指摘でありますが、今回

のバス路線の再編とコミュニティバスの運行

に当たりましては、国土交通省の補助金を活

用し、三沢市地域公共交通会議が事業主体と

なって行っているものであります。

複数市町村にまたがる広域路線等を対象に

補助事業を実施する場合には、原則として、

当該関係市町村が合同で協議会を設置しなけ

ればならないという制約があり、路線再編の

対象を北浜線、大津四川目線、市内循環１０

０円バスに限定しなければならなかったとい

う事情がございました。このため、御指摘の

ございました三沢－百石線や上北線などの一

部の広域路線につきましては、路線再編の対

象に組み入れることができなかったものであ

ります。

その上で、路線再編の対象とした北浜線、

大津四川目線、市内循環１００円バスの見直

しに当たっては、平成２１年度に実施したバ

スの利用実態調査やアンケート調査、高校

生、高齢者、地域住民の代表の方などを対象

として行ったヒアリング調査などに基づきな

がら、路線バスと１００円バスを一体的に見

直しし、事業者である十和田観光電鉄が所有

する限られたバス車両台数のもとで、効率的

かつ効果的なバス路線網の構築を図ることと

いたしました。

このバス路線の再編に当たりましては、新

市立三沢病院に一定本数のバスの運行本数を

確保すること、北部地区からは乗りかえなく

新市立三沢病院に行けるよう路線を設定する

こと、乗り継ぎも含め市中心部を運行するバ

スを一定本数確保し、中心市街地へのアクセ

スにも配慮すること、鉄道との乗り継ぎ利便

性向上を図りながら等間隔のわかりやすいダ

イヤ設定をすること、以上のような基本的な

考え方に基づきまして、検討に取り組んだと

ころでございます。

最終的には、新市立三沢病院へのアクセス

の確保という点におきましては、既存の路線

を廃止することなく、可能な限り多方面から

の利用者の利便性を維持しながら、なおか

つ、人口が密集している市街地を経由する一

定のバス運行本数を必要としたため、今回の

ような路線設定となったものでありますが、

結果として、一見わかりにくい路線網となっ

たことは、御指摘のとおりでございまして、

否めないものと考えております。

また、減便となった路線があるとの御指摘

でありますが、具体的には、大津四川目線改

め大津前平線が、今回２.５往復から１往復

に減便となったものでありますが、当該路線
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は、平成２１年度に、利用者の減少によって

市単独での補助基準を下回ることになりまし

て、事業者である十和田観光電鉄からは、当

該路線の廃止の打診もあったものであります

が、市といたしましては、通学の高校生等へ

の影響も考慮し、朝１便、夕方１便での運行

存続を事業者に要請したものであります。

以上のような基本的な考え方や理由等に

よって決定いたしました今回のコミュニティ

路線でありますが、市の担当課のほうへは、

既に数多くの御意見、御要望が寄せられてお

ります。

市といたしましては、今後、これらの御意

見や御要望のほか、今月中旬にも実施を予定

いたします各路線の利用実態調査やアンケー

ト調査などに基づきながら、来年２月下旬を

めどに、ルート及びダイヤの改善案を取りま

とめまして、来年４月からの第２期実証運行

計画に反映させていきたいと考えておりま

す。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 御質問の第３点

目、スポーツ問題の三沢市内野球場の老朽化

の現状、改修の計画についてお答えいたしま

す。

当市におきましては、競技人口の多いス

ポーツである野球は、三沢市野球協会や関係

者の皆様の多大なる御尽力により、今年度は

市民運動広場野球場を中心に、小中学校少年

野球大会の１３６試合をはじめ、総試合数、

年間３３９を数える各種大会が開催されてお

り、今後におきましても、当市のスポーツ振

興や青少年の健全育成、さらには、市全体の

活性化につながるものと大きく期待するとこ

ろであります。

このような中、当市の主たる野球場のう

ち、市民の森野球場につきましては、昭和４

９年度の竣工で、現在、築３５年、また、市

民運動広場野球場につきましては、昭和５９

年度の竣工で、築２５年を経過しており、い

ずれも施設全般にわたり老朽化が著しい現状

であり、大会の円滑な運営に支障を来してい

るものと認識しております。

特に、スコアボード等が旧式であることか

ら、先般、野球関係者からも、それらの改修

について市長並びに教育委員会に強く要望が

あったところであります。

市といたしましても、野球を通した当市の

さらなるスポーツ振興と競技力向上のために

は、良好な環境整備の必要性は十分認識いた

しておりますが、改修には相応の費用が見込

まれることから、年次計画により整備を図る

べく検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） １０番。

○１０番（堀 光雄君） ２点ほど再質問さ

せていただきます。

まず、行財政改革についてでありますが、

ただいま市長の答弁にもありましたように、

財政運営に当たっては、かなりの御苦労をさ

れながらも、着実に事業を進めてきたと、そ

ういうことを改めてうかがい知ることができ

ました。

さて、例年、今ごろになりますと、来年度

の予算編成の作業に着手されるわけですけれ

ども、引き続き、残された課題、事業がある

中で、来年度の主たる事業としてはどのよう

なものがあるのか、伺いたいと思います。

次に、公共交通問題についてですけれど

も、先ほどの答弁の中で、多くの難しい条

件・状況下の中で、最善のものが今回の運行

の内容になったというふうに理解しておりま

すけれども、しかし、個人的には、どの程度

の利用者が出てくるものか、いささか心配も

しているところであります。

そこで、伺いたいと思いますが、県内にお

いても、乗り合いタクシーを運行して経費節

減につなげている実例があると聞いておりま

すけれども、当市では、この点について今後

検討する考えはないか、伺いたいと思いま

す。

以上、２点についてよろしくお願いしま

す。
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○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） まず、行財

政改革の再質問にお答え申し上げます。

この件につきましては、事務的な側面とな

りますので、私のほうから答えるということ

を御了承いただきたいと思います。

来年度の主たる事業についてのお尋ねでご

ざいますが、ただいま議員さんのお話にもご

ざいましたように、私ども今、盛んに来年度

の予算編成作業をしてございます。その中

で、財源調整など厳しい財政課題があります

ことから、現時点では申しにくい面もござい

ますが、予定されている主たる事業名でお答

えをさせていただきたいと思います。

まず、緊急を要する小中学校の耐震化事業

があります。また、待望の第三中学校の新築

事業も予定されております。農産物加工施

設、給食センター整備事業、さらには、おい

らせ農協に対するニンジン洗浄選別施設整備

事業。また、道路関係でございますが、東岡

三沢・松原線整備事業、さらには、中央町金

谷線の整備促進に伴う負担金、さらには、三

沢川整備事業等が予定されているところでご

ざいます。

このような主たる事業がございますが、あ

らかじめお断り申し上げるものでございます

が、今申し上げたことが確実に予算化される

という保証がございませんので、その点、御

了承いただきたいと思います。

それから、公共交通問題についての再質問

でございますが、三沢市における乗り合いタ

クシーの検討ということでございましたが、

前段で申し上げましたところでございます

が、このたび運行開始をいたしましたコミュ

ニティバスに対して、既に多くの御意見、御

要望が寄せられております。また、今後、公

共交通会議の中で、アンケート調査なども予

定されております。これらを踏まえまして、

可能性について検討をしてまいりたいと、こ

のように考えております。

○議長（馬場騎一君） 以上で、１０番堀光

雄議員の質問を終わります。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明日から８日までは、特別委員会審

査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、９日午前１０時から会議を

開きます。

本日は、これをもって散会します。

午後 ２時２６分 散会


